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まえがき

2000年2月21日から3月13日まで､約3週間､ギニア国及びガンビア国のプ

ロジェクト･ファインデイング調査(p/F)を実施した｡

ギニア国及びガンビア国の訪問は今回が初めてであった｡

最初に訪問した国はギニア国で､ギニア国は西アフリカ西端近くに位置し､大

西洋に面する｡セネガル､マリ､コートジボアールなど6ケ国と接している｡1958

年にフランスから独立した｡独立後､ト-レ大統領の独裁政治が続いたが､ 1984

年3月大統領死亡､ 4月無血のクーデタ一成功､国名を｢ギニア人民革命共和国｣

から｢ギニア共和国｣に変更し､近年は西側諸国との関係改善に努めている｡

主要経済は農業及び鉱業である｡農業は労働人口の8割を占め､米､コーヒー､

パイナップルを主に生産しているが､ GDPの約35%を占めるに過ぎない｡硯コン

テ政権は米など食糧の自給を目指している｡また､同政権は市場経済化路線を推進

し､ IMF､世界銀行の協定で構造調整計画を策定し､構造調整に取り組んでいる｡

政策の中で､最も重要な米増産を推進するためには､潅概システムの建設､改修及

び水管理システムの近代化を行なうことを緊急の課題としている｡

ギニア国は､アフリカ諸国の中では港概農業が比較的発達している｡今回調査

したサンフォニア地区は､首都コナクリの近くに位置し､港概施設は老朽化が著し
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く､生産力の低下を引き起こしている｡また､マンクンタン地区はコナクリの南西

200kmに位置し､約9,000baの新規の水田港概計画である｡

次に訪問したガンビア国は､西アフリカ西端に位置し､ガンビア川沿岸(東西

300km､南北20-45km)及びセントマリー島からなる｡北､東､南の三方は､セ

ネガルと国境を接している｡ 1965年に英国から独立した｡1970年に共和制に移行

した｡ 1994年7月のクーデタ-以降､先進国の経済協力は停止された｡硯政府は

近隣諸国との関係改善に努めている｡

労働人口の約75%が農業に従事している｡換金作物として､落花生が生産され

ている○ しかしながら､近年の一次産品の国際価格の低迷に加え､早魅､病害虫の

影響による生産減が経済発展の阻害要因となっている｡ 1994年の7月のクーデ

タ-後､原則として新規の援助が停止されることになっているが､ 1997年3月､

同国に対する援助を再開することが決定された｡
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このため､広く国民に稗益し､即効性が高いプロジェクトが必要となってきた｡

その趣旨に基づいて同国の農業･農村総合開発計画を策定することは緊急の課題で

ある｡

今回調査した結果､ガンビア政府は農業のマスタープラン策定に強い関心を示

した｡

最後に､今回のP/F調査にあたって､ご指導､ご協力を頂いた在ギニア国日本

大使館､在セネガル国日本大使館､ JICAセネガル事務所､ギニア国政府関係機関､

ガンビア国政府関係機関､三菱商事セネガル事務所並びに調査にあたって､御協力

を頂いた方々に対し､深甚なる謝意を表する次第です｡

2000年3月

ギニア国､ガンビア国

農業･農村総合開発計画

P/F調査団長

金 津 昭 治



ギニア国

サンフォニア地区の

稲作状況

ギニアl国

サンフォニア地l区の

用水の状況

ギニア国

マンタンタン地区の

稲作地域中心部、刈取の後
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ギニア国

マンタンタン地区の末端

カバアチエ河

ギニア国

マンタンタン地区の頭首エ

予定地点

ギニア園

農牧省職員と調査後の打合せ



ガンビア国

外務次官に表敬

ガンビア国

稲作地区の揚水桟場

ガンビア国

稲作地区の用水路



ガンビア国

苗代の状況

ガンビア国

小規模な防潮堤を有する水田

ガンビア国

落花生の集積状況
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Ⅰ.ギニア国の一般事情

ト1概 要

(1)独立年月日:1958年10月2日(旧宗主国:フランス)

(2)面積: 245,857平方キロ

(3)首都:コナクリ(Conakry) (1997年現在首都圏人口107万人)

(4)人口: 760万人(国連人口基金統計1997年)

他にリベリア難民22万5千人､シエラレオネ難民17万8千人(在ギニアUNHCR

事務所統計1997年12月)

(5)言語:フランス語(公用語)

この他の現地語として次のようなものがある｡

マリンケ語(40% 高地ギニア地方 マリンケ族)

フ-ラ語(30% プーラ族)

ス-ス一語(23% ス-ス一族)

(6)宗教:イスラム教徒(75%)の他､伝統宗教､キリスト教等

(7)地理･気候風土

大西洋沿岸地域とこれに隣接する内陸部はモンスーン型気候で､雨季(6月から

10月)には､アフリカでも最も降雨量の多い地域(コナクリ､年間4,030ミリ)

となっている｡中部ギニア地方の山地はニジェール河､セネガル河､ガンビア河

など多くの河川の水源をなしている｡乾季(11月から5月)にはほとんど雨は降

らない｡

大西洋沿岸部は平地で､中西部には1,420メートルのフ一夕･ジャロン山地､シ

エラレオネ寄りには1,420メートルのビンツマミ山､リベリア国境には1,732メー

トルのニンバ山､象牙海岸共和国との国境には1,340メートルのシマンドゥ山が

存在する｡

ト2 略 史

(1) 1958年の独立まで

イ)ギニアの原住民についてはよくわかっていないが､アフリカの他の地域と同

じくピグミーがフ一夕･ジャロンの山地に住み着いていたところ-､東方か
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ロ)対外面では非同盟グループの急進派に属し､社会主義諸国とは密接な関係を

維持した｡しかし､ 1966年のセクー･トウ-レ政権打倒未遂3件に端を発す

るセネガルとの長期断交や､象牙海岸との確執､ 1980年代始めのギニア･ピ

サオとの領海紛争など近隣のアフリカ諸国との関係はしっくりせず､ 1975

年の仏との国交回復までバランスを欠いた国際関係にあった｡

ハ)社会主義政策をとっていたにもかかわらず､社会主義諸国からは経済社会開

発に必要な援助は得られなかったため､独立前には西アフリカの穀倉地帯と

いわれた当国の農業は荒廃し､国民生活の窮乏が深刻化した｡またそれにつ

れて増大していった反対勢力を抑えるため､セクー･トウ-レは次第に恐怖

政治を敷き､反革命の口実で多数の要人を処刑･投獄した｡

(3)ランサナ･コンテ政権の登場から今日まで

イ) 1984年3月､セクー･トウ-レが国外で療養中に死去し､後継大統領の人選

をめぐり与党内で紛糾した際､ランサナ･コンテ将軍は国軍に擁立され政権

を掌握した｡コンテは荒廃した国民経済の再建と繁栄を期するため､市場経

済の導入をはかることとし､ 1985年からIMFと世銀､我が国を含む先進諸

国の協力の下に構造調整に着手した｡また､国の民主化をはかるべく､当初

軍人ばかりで占めていた閣僚を漸次文民に置き換えるとともに､ 1990年､憲

法にあたる国家基本法を国民投票で採択､複数政党制を敷き､多数の政党が

成立した｡

ロ) 1996年2月､国軍兵士がコナクリ市街で銃を乱射し待遇改善を求めるデモが

発生､これを扇動して現政権の転覆を図ろうとする一部の将校が大統領府に

攻撃を行なったが､大統領側によって撃退された｡

こうした情勢の下､ 1996年7月ランサナ･コンテ大統領は､経済財政に明る

い元象牙海岸の経済官僚シデイア･トウ-レ(ギニア人)を首相に任命する

とともに､内閣の大幅改造を行なった｡新内閣は､財政･経済の再建を旗職

として､緊縮財政､物価抑制､公共部門の整理改廃､公務員の綱紀粛正､財

源の確保等に乗り出しており､その成果が期待される｡

ハ) 1998年12月､大統領選挙が実施されたが､現職のランサナ･コンテ大統領

が多数の得票を得て再選され､ 1999年3月､シデイメ前最高裁判所長官を首

相とする新内閣が誕生した｡
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ら沿岸沿いに入ってきたパガ族と混血したのが始まりといわれる｡また､現

在のマリンケ族､プーラ族､ス-ス一族はそれぞれマリ､セネガル､シュラ･

レオネから入ってきたといわれるが､先住民との接触の実態は未だよく解明

されていない｡

ロ)ギニアへイスラム教が伝来したのは16世紀で､従来していた隊商を介して

北アフリカからマリを経由して南下した｡高地ギニア地方では回数学校が設

立され､また､ 17世紀にはセネガルからもイスラム教徒が入り,ギニアの北

半分の住民がイスラム化した｡

ハ)西欧との接触は､ 15世紀にポルトガルが大西洋沿岸部に商権を確立した大航

海時代が端緒である｡19世紀の前半にはフランスはセネガルからスーダンに

かけて英国と覇権を争いながらギニアを窺い､各地の部族に武力や金銭を用

いて支配を次第に確立していった｡ギニアの英雄アルマニイ･サモリー･

トウ-レが対仏闘争を展開したのは､この過程の出来事である(1889年から

1898年まで) ｡

こ)仏は1891年にギニアを植民自治領とし､次いで1904年に仏領西アフリカ海

外領土に編入した｡

第二次大戦後､ギニアは仏の国民議会に代表を送り､ 1952年にはギニア人と

ギニア在住仏人で編成される海外領域議会が設立された｡一方､セクー･

トウ-レは､ 1947年アフリカ民主連合(RDA)を象牙海岸のウ-フェ･ボ

ワニらと結成し､そのギニア支部としてギニア民主党(PDG)を設立した｡

独立に向けたこの政治活動は､はじめは仏の左翼政党や労働総同盟(CGT)

の支援を得ていたが､ 1950年にRDAが共産党と関係を断絶したのに続き､

ギニア民主党も1957年にCGTと決別した｡

1958年ド･ゴール将軍は､フランス第5共和制の首相を経て第5共和制大

統領となったが､仏領アフリカ諸国の独立について､軍事･外交権を仏に2

年間預けた形で仏連合の枠内で独立させようとするド･ゴールの提案をセ

クー･トウ-レは拒絶し､ギニアは同年10月仏との関係を絶った形で完全

独立した｡

(2)独立から1984年まで

イ)セクー･トウ-レが初代大統領となり､大統領を党首とするPDGを単一政

党として､事実上の独裁政治体制を取った｡
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Ⅰ-3 内 政

(1)政 体

複数政党制に基づく共和制｡大統領は任期5年､ 2期10年間まで在職可｡

現大統領はランサナ･コンテ将軍(1995年12月再選) ｡

(2)立 法

一院国会制｡ 114議席｡現在の与党は統一進歩党(1995年6月国政選挙実施)

(3)司 法

最高裁判所を頂点とした三審制度

(4)国 防

志願制｡ 1993年の兵力27,200名｡

ト4 外 交

(1)現政権は､非同盟を形の上で標模しているものの､仝包囲外交を推進している｡

(2)特に我が国を含む先進諸国との関係を重視し､経済社会開発に必要な経済技術協

力の推進に努めている｡

(3)また､リベリア及びシュラ･レオネの内戦に際しては､ギニアはECOWASの一

員としてその和平のための仲介に務め､リベリア難民､シュラ･レオネ難民を受

け入れるとともに､リベリアについては1997年7月､大統領選挙を成功に導き

内戦を終わられた｡一方､ 1997年5月､シュラ･レオネで発生したクーデタ一に

際してはカバ合法政権の亡命を認め他のECOWAS諸国と協力して同合法政権の

1998年4月復帰を目指したコネクリ協定(1997年10月)の締結に尽力した｡

Ⅰ-5 経 済

◎ 国民総生産 : 3,804百万米ドル(1996年)

◎ 1人当たりGNP : 560米ドル(1996年)

◎ 通 貨 :ギニア･フラン(1000FG-1米ドル1996年平均)

(1)概 況

イ)ギニア国は耕作･牧畜に適した土壌を有し､農業･畜産の潜在性が高い他､

全土にボーキサイト､鉄､マンガン､金､ダイヤモンド等の鉱物資源が埋蔵

している｡また､降水量が多い高地地方は西アフリカの主要河川の水源となっ
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ており､水力発電も可能である｡このように恵まれた国土でありながら独立

から1984年までの26年間､社会主義体制の下にあって投資がほとんど行な

われてなかったため､インフラ整備が大幅に遅れた｡ここ10年間は我が国

をはじめ先進国､国際機関の援助を受ける経済･社会開発途上国(LLDC)

にとどまっている｡

ロ)農･牧畜･林･漁業に従事する人口は全人口の80%にのぼるが､生産性は低

く､ GDPの約35%を占めているにすぎない｡可耕地は740万ヘクタールと

推定されるが､開発されているのは約150万ヘクタールのみである｡ 1995

年において主要食糧である米は年間約36万トン(玄米)生産しているが､

約29万トンを輸入しており､総輸入額の内15%を占めている｡森林は13

万平方キロあるが､焼き畑や乱伐で面積減少が懸念されている｡漁業には我

が国も協力しており､漁獲高､従業人口は1985年の1万6千トン､ 4,000

人から1995年には5万トン､ 1万人に増加している｡

ハ)鉱業はGDPの約4割を占めているが､開発されているのはボーキサイト､

金､ダイヤモンド等だけである｡しかし､ボーキサイトは搬出手段が制約さ

れており､沿岸部とこれに隣接する一部の内陸部の鉱床のみで採掘されてい

る｡これらの鉱物資掛ま､外貨収入の6割以上､また国家収入の5割を占め

ている｡

ニ)軽工業は､電力不足とインフラ不備のためGDPの5%程度にとどまっている｡

ホ)水力発電は豊富な水資源を有しているにもかかわらず､設備投資されておら

ず35%に過ぎない｡

へ)ギニア国は1985年以降世銀､ IMFの指導下で構造調整を推進している.

市場経済導入に向けての長期的施策とともに､短期的には失業の増加や物価

上昇等低所得者の生活の圧迫要因も惹起しており､経済効率追求と国民生活

安定との両立をどう因っていくかが大きな課題である｡

1997年1月IMFは､ギニアに対し3年間に101.4百万ドルの融資を行なう

ことに合意した｡

(2)諸外国･国際機関の援助

1994年の諸外国･国際機関の援助総額は4億1,910万ドルであり､GNPの12.5%

にあたる｡国民1人当たりの受け取り額は67ドルになる｡援助額の内49%が無

償で51%が有償である｡
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1991年から94年にかけての援助額の内､ 38%が二国間協力､ 60.9%が国際機関

による｡同期間の二国間協力の援助額ではフランス､アメリカに次ぎ日本が第3

位である｡

Ⅰ-6 我が国との関係

(i)政治関係

我が国は1958年10月2日のギニア独立に伴い､同年10月4日同国を承認し､

1976年1月20日にギニアの首都コナクリに大使館を開設した｡ギニア側は1972

年12月27日､東京に大使館を開設している｡

ギニアは親日国であり､政府レベル､民間レベルにおいてさまざまな活動が存在

している｡両由問の協力関係は経済協力を中心に増大しており､友好関係も増進

している｡

(2)経済関係

我が国はギニア国から水産物､木材､アルミニウム鉱等を輸入し､鉄鋼板､車両

等を輸出している｡

進出企業は商社1社の他､鉱山開発の合弁企業がある｡

(3)経済協力

我が国は食糧援助を中心に､小学校建設､水供給等の分野で協力を実施している｡

1997年度までの累計

有償資金協力

無償資金協力

技術協力 研修員受入

専門家派遣

調査団派遣

機材供与

開発調査

160.10億円

250.70億円

224人

18人

243人

271.9百万円

3件
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Ⅱ.サンフォニア地区及びマンクンタン地区農業用水･

水管理システム近代化計画



ー1

図1-1調査地区



1200

図1-2 ギニア国雨量曲線図(年間/mm)
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Ⅲ.サンフォニア地区及びマンクンタン地区農業用水･水管理システム近代化計画

Ⅲ-1背

ギニアは､収益性の高い農業開発を行なう上で､自然環境に恵まれている｡農･牧畜･

林･漁業に従事する人口は全人口の80%を占めているにもかかわらず､その農業生産

性は依然として､伝統的農業の城を脱していないため､ GDPの約35%を占めている

に過ぎない｡可耕地は740万haと推定されるが､開発されているのは約150万ba

に過ぎない｡主要食糧である米は年間約36万トン(玄米)生産しているが､約29万

トンを輸入しており､総輸入額の15%を占めている(1995年､ギニア政府統計) ｡

これを基本にして農牧省は農業開発政策(LDPA)を策定した｡政府も1991年に発表

したLDPAlと1997年に改訂したLDPA2に基づいて農業開発の中期目標のため､

政策のOrientationsを策定した｡それらの目標は､食糧保証､米生産の拡大･輸出の

ため作物生産基盤環境の保持である｡

LDPA2は､ギニア政府国家開発中期･長期戦略(GuineaVision2010)の主な柱の

一つに作り上げている｡ LDPA 2はギニアのため支援戦略と持続性人間資源開発プロ

グラム(PNDH)を統合した｡これらのプログラムは国の貧困撲滅戦略のため制定さ

れた｡

これらの背景は､農業セクターの改善である｡ 1992-95年の間に農業生産成長率は

4.1%で､ 1995年に5.1%､ 1998年に5.2%に達成した｡経済全体ではその間に4.8%

と4.3%しか達成しなかった｡人口増加率は3.1%である｡

食糧保証問題において農業と畜産･水産の開発は良い成果を得ることができた｡米作

の国内生産は1995年に32万トン､ 1997年に39万トンまで達成した｡輸入面では､

1997年に22万トンから1998年20万トンに減少した｡一方､ 1人当たりの消費量は

1985年に50kgから1989年に70kg､そして1995年に90kgに増加した｡現在､ 1

人当たりは平均88kgを消費している｡

しかしながら､ 760万人の人口の食糧保証はまだ問題が残っている｡農村の貧困は依

然､ 80%の人[ニーが農村に居住し､全人口の52.5%は､貧困層に置かれている｡そのた

め食糧保証は年間米増産の6.7%の伸び率が必要である｡
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[-2 農業の現状と問題点

Ⅲ-㌢1農業の現状

ギニア国はアフリカの大きな膨らみ部分の南西部に位置し､概ね北緯7o
-12.5o

の

間にある｡大西洋に接する最南端から内陸部に向かって平均240km-360kmの幅を

もった大きな弧を描いた形をなしている｡東西の最長距離は720km､南北の最長距離

は560kmでギニアの全面積は24万6千km2､即ち日本の約3分の2にあたる｡弧の

内側周辺はシェラ･レオーネとリベリアの北部に接し､外側はギニア･ビサウ､セネ

ガル､マリ､コート･ジボア-ルに接している｡

この国の地勢は変化に富んでいる｡大西洋岸沿いには広大な一連の沼沢地があり､さ

らに内陸部に入ると平原から中央高地に移行し､束は広いサバンナの様相を呈し､南

東部は山と平地の混在地帯となっている｡1975年頃これらの地域は道路の完成により

連絡可能となった｡しかし,通信は非近代的で豪雨があると所々で連絡不能となって

いる｡

全面積の3分の1足らずが耕作に適していると考えられている｡土壌はかなり痩薄で

あるが､これは長期にわたって人間が土地を酷使した結果である｡しかしギニアはボー

キサイト(世界の第3位産出国)や鉄鉱石の鉱床を有するとともに水力発電の可能性

をもっている点では自然資源に恵まれているといえる｡

ギニアの位置は降雨に恵まれており､雨量も適当である｡しかしそれは国全体から見

ると雨季に限っていえることであり､乾季はそうではない｡気候は熱帯ないし亜熱帯

に属する｡海岸低地や南部内陸地方の森林地帯は高温多湿の状態が持続する｡これと

反対に中央台地の気候は乾燥気味である｡特に東部サバンナ地帯は乾季にはかなり長

期にわたり高温低湿の気候となる｡

植生は気候の変化の影響を受けて南東部には自然状態のままの降雨林があり､中央台

地の西部は落葉･広葉･常緑樹をなし､東部ギニアの台地及び平原は落葉樹林となっ

ている｡しかし人間の活動により広範囲にわたって変化を来たし現在ではサバンナの

草地､林地､叢林地帯となっている｡

政府は地勢上の相違と気候によって4つの地理的区分を行なっている｡それらのうち

3地域はそれぞれ異なった大きな民族集団が支配し､第4の地域は文化的､組織的に

類似性をもった地域である｡これらの地域は､ ①海岸ギニアといわれる低地ギニア､

②中央高地(フ一夕･ジャロン:FoutaDjallon)を形成している中部ギニア､ ③サバ

ンナ地域である上(高地)ギニア(Upper Guinea)と④ギニア･ハイランド及び南

東部ギニアの降雨林を含む森林ギニアの4つである｡
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図1-3 ギニア国自然地域区分図
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マリ

図1-4 ギニア国行政区分国

農業の生産に関する練計が殆どなく､あっても信頼度の点で問題がある｡しかし､関

係機関の推定によると米の作付面積は43万baで生産量は60万トン(もみ)と反収

は1.43トンである｡とうもろこし､ミレット･ソルガム､フォニオ等の雑穀は合計で

同じく23万haで20万トン､落花生は14万haで13万トン､キャッサバは10jj

baで60万トンである(1995年) ｡

ギニアは前述したように自然条件が海岸から内陸に向かって幅広く変化し内陸も北か

ら南束部に向かって変化している｡したがって､農業もそれぞれの地帯によって変わっ

ており､耕種を主体としたもの､牧畜を主体としたものに分かれている｡

大部分が､小農(95%)によって耕作されているが､フ一夕ジャロン(中部)では経

営面積が小さくカンカン(上ギニア)キンデイア､ボケ(共に海岸ギニア)では大き

い｡
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図1-5 農牧省の組織図
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栽培体系は地方によって異なっているが､一般には栽培した後4-8年位の休閑が設

けられている｡しかし､マングローブ地帯､窪地の地帯､あるいは浸水平原では休閑

がない｡

海岸ギニアは沿岸地帯の稲作のほかに漁業が行なわれ､内陸丘陵地は(コナクリ南方)

野菜が栽培され､柑橘､抽やしのプランテーションもみられる｡
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II12-2 農業及び農村の現状とそれをとりまく諸条件

ギニアの農業政策は､常に失敗を繰り返してきた｡それは伝統的小農民を犠牲にして

近代的な農業の固有化を図ってきた政治体制にあったものと考えられる｡農業及び農

村の現状とそれをとりまく諸条件は次のとおりである｡

① 国家が計画した農業畜産農場に多額の予算が投入されたが何の成果もみられな

かった｡

② 種々の農工業プロジェクトは運営されていたが､いずれも機能していない｡これ

は原料不足､燃料不足､農産物の安価なこと等が原因となっている｡

③ 農業研究については関係機関の連携がなく統一的な計画性がない｡

④ 農民は投入資機材の需要者であるが､品不足であると共に配給の組織がない｡行

政対応も媛慢である｡

⑤ 普及即ち技術の農民に村する指導伝達はほとんど行なわれていない｡

⑥ 生産物の商品化については現在自由化されているが､貯蔵等の施設がないため季

節変動が大きい｡

⑦ 農村の自然環境と農民の活動についての資料が殆どない｡そのため合理的な計画

が立てられない｡

⑧ 牧畜については家畜の衛生状態が極めて悪く放牧管理が不完全である｡

稲作の反収は若干増加しているが､作付面積は着実に増加しており､生産量も増加し

ている｡しかし､人口増加率が高いため米の自給率は以前の80%台から70%弱にま

で低~~Fしている｡

米の増産を規制している最大の安国は水で､ 1年が乾季と雨季に分かれて､乾季の6ケ

月間は降雨量が極めて少なく､水利施設も整備されていないため､米の生産量は雨の

影響を大きく受けている｡気温や日照は年間稲作が可能な条件であるが､乾季は水不

足で稲作が行なわれず､雨季の稲作は低地では洪水や浸冠水により被害を受ける｡さ

らに､稲作の約50%は陸稲であるため､降雨の状態によって早害を受け易く､地力も

痩薄で反収はha当たり籾1トンに達していない｡海岸や内陸の低湿地の稲作は畑作

稲よりは安定しているが､塩害､鉄過剰害､排水不良､微量要素欠乏等のために高収

は望めず､稲作全体の平均反収でみてもha当たり籾o.7-0.9トン程度の範囲にとど

まっている｡ギニアは米の依存度が高いので､我が国としてもこの分野での協力は必

要である｡
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]-3 計画の概要

Ⅲ-3-1計画地域の概況

計画地域は､首都コナクリ市に隣接する2,000haの面積を有するサンフォニア地区
で.t 1;'i

(Sanfbnea)及びコナクリ市の南･東200km に位置するマンクンタン地区

(Mankuntan) 9,000baである｡これらの地区は海岸ギニアの海岸地帯に属する｡

これらの地区は､稲作の他に漁業も行なわれている｡乾季には塩を製造し､他に抽や

し､コーラの木等のプランテーション栽培も行なわれている｡稲はマングローブの生

育している湿地帯や降雨により堪水する平原部で栽培されている｡地形､土壌からみ

て浸水平原での天水稲と､海水の時期的侵入と河川の淡水の両者の影響を受けるマン

グローブ稲作がある｡水管理が困難なこと､カニ､鳥類等の害のあること､生産物の

出荷等が問題として挙げられる｡既耕地の拡張は可能であるが､港概排水､洪水防止

の問題を解決し､同時に道路の改善を行なう必要がある｡

さらに､サンフォニア地区はコナクリ市に隣接しているので､農民にとって肥料､農

業具の購入や生産物の販売に有利な条件を有している｡

Ⅱ甘2 計画調査の基本的な考え方

計画地区は古くから農耕地として利用されてきているが､依然として伝統的農業の域

を脱せず､その生産性は極めて低い｡この地域に,生産性の高い農業を導入するにあ

たって､制限要因となっている主なものは:

1)近代的港瀧排水及び洪水防止施設がなく､主として天水栽培に頼っている｡

2)河沿いの低平地の排水不良による低収量､これがまた年2期作導入を制限してい

る｡

3)土壌改良､地力維持に対する認識不足と経営のまずさに基因する低生産性である｡

天水栽培は､港概施設を建設して河川水を供給することによって解決できる｡また､

マンクンタン地区は受益面積が9,000baと広大なので､水源(ダム建設)の確保を要

する｡低平地の排水不良も､洪水水防禦堤､排水門及び排水路網を建設することによっ

て改良され､第2期作の導入が可能となる｡そして､生産力の増大は適切な肥培管理

を含む改良港概農業の導入によって解決することができる｡

以上のような自然条件及び国家政策を踏まえて､本開発事業における農業開発の基本

構想を次のように考えている｡
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5)持続的に水利施設の維持管理を可能にするために必要な料金の徴集を行なう

こと｡そのために､圃場用排水路､圃場整備､圃場農道の建設が必要である｡

6)ギニア国政府は､取入ロレベル､分水レベル､プロジェクトレベルの受益者

の組合の設立が期待される｡

(3)水管理組合

以上述べたことを効率よく実施するためには､受益者による水利組合の設立が不

可欠で､そのためには次のことが必要である｡

1)水利用の効率化を行なうために潅概施設の改良を行なう｡

2)港概水路の用水とともに､天水及び地下水の有効利用を図る｡

Ⅲ-3-3 協力プロジェクトの構想

港概施設は現在不十分ながらあるが､排水施設は皆無であるo総合的な観点からスタ

ディをすることが必要と考える｡調査はPbaseIとPbaseⅡに分け､ PbaseIではマ

スタープランスタディを実施､ PhaseⅡは選定された優先プロジェクトについて

フィージビリティ調査を実施する｡この考え方でTORのDraftを作成した( ｢付属

資料6)｣を参照)
｡ここでは､そのうちの目的及び調査の方法についてのみを述べる

こととする｡

(1)調査の目的は次のように考える｡

1)この地域における港瀧排水システム･洪水防止システム･水管理システムの

構築の基本的な開発計画を策定し､ギニア国側と協力して開発計画の中に含

まれる種々のプロジェクトの優先順位付けを行ない､最優先プロジェクトの

中からパイロットプロジェクトを選定する｡

2)選定されたパイロットプロジェクトについて､フィージビリテイ､レベルの

調査を実施し､技術的･経済的･財務的可能性を明らかにし､すべての点で

合格したものを実施プロジェクトとする｡

3)調査の過程において､カウンターパートに対し､技術移転を行なう｡

(2)調査の方法

調査はPbase I及びPbaseⅡからなる｡
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1)既排水田を洪水水防禦堤を建設して､マンクンタン地区はカパチェ河からの洪水

から守り､年2期作を導入できるようにすること｡

2)現在､未墾地として放置されている土地のうち､地形及び土壌条件の良い地域を

開田し､生産力の増大を図ること｡

3)藩概排水施設の建設､高収量品種の導入､改良港概農業の導入等によって､反収

及び生産量の増大と安定を図ること｡

この中で最も重要なものは港概排水施設､洪水防止施設､水管理システムを策定する

ことである｡

(1)施設の近代化

1)港概排水施設の新設及び改良(ダム､頭首工､揚水桟場､潅概用水路､排水

路､洪水防止堤､承水路､排水扉門､排水桟場)

2)農道の新設

3)圃場整備の実施

(荏)マンクンタン地区は9,000baの面積を有し､稲作の2期作を実施するには､水

源の確保(ダム建設)が必要である｡候補地点はあるが､詳細は確認されてい

ない｡

(2)水管理システムの構築

水管理のシステムの構築により港瓶用水を作物に規則的に,かつ適期に供給する

ことによって生産性をあげるとともに､水を経済的に使用することが可能となる｡

近代的な潅概システムにおいては､農民の要求に基づいて濃概用水を貯水池から

送水路､分水路､圃場まで効率良く送水することができるようになる｡

港概受益者は､水の分水及び取水を組織的に､かつ適j~Eに行なうために十分組織

化することがこの事業の･一-一一層の成果を促進することになる.

健全な水管理を行なうための基本原則として次のことが考えられる｡

1)末端の受益者に至るすべての受益者にiF等で適正な水管理を行なうこと｡

2)経済的で無駄使いしない水管理を行なうこと｡

3)適切な土壌管理を行なうための水管理を行なうこと(農地の肥料の消失､土

壌浸食､湛水､塩害､土壌組織の破壊などを起こさないような水管理を行な

うこと)

4)表流水､地下水､天水などを組織的､合理的に水管理を行なうこと｡

-17-



1)マスタープラン調査(PbaseI)

この調査は調査地域の現況及びこの地域の開発を阻害している問題に対し､

ギニア国政府及び関係省庁と協力して持続可能な具体的な対策を作成し､港

概排水･洪水防御･水管理システムの構築のマスタープランを策定する｡マ

スタープランの中の個々のプロジェクトの優先順位付けを行ない､優先プロ

ジェクトの中からパイロットプロジェクトを選定する｡

このために､データ､情報をできるだけ収集し､分析を行なうとともに,既

存の開発計画をレビューし､問題点の解析及びその対策を作成する｡その際､

地域的条件別(気候､地形､標高など)及び活動分野別(営農､普及､加工

処理､マーケット､農民組織､農業信用､港概排水､洪水防止､農道､給水､

衛生､電化など)に問題点を整理､分析を行ない､持続可能な具体的なプロ

ジェクトを策定する｡優先順位付けの基準はできるだけ客観的に設定する｡

速効性､効果的であり､本地区のみならずガンビア国全土のモデルになりう

るものから選ぶことが必要である｡

2)フィージビリティ調査(pbaseⅡ)

1)の手順を踏んで選定されたパイロットプロジェクトに対し､フィージビリ

テイ･レベルの調査を実施する(詳細は付属資料5)の①を参照) ｡

Il-3-4 総合評価

ギニア国における農業セクターの比重は工業化の進展を反映して低下傾向にあるもの

のGDPの約35%､総労働人口者の約80%が農業従事者である等､極めて重要な役割

を分担している｡耕地面積､拡大の余地が乏しい硯状から､港概排水施設の整備､洪

水防止施設の整備等による農業生産の増大を目指している｡農業の盛んな海岸地帯に

おいても港概施設は洪水防止施設は整備されていない｡農業生産の低下が目立ってい

る｡今回はこれら潅瀧排水施設､洪水防止の改善と水管理システムの構築を地域振興

の中心事業として取り上げ､日本政府の援助を求めているものである｡

不完全な潅概施設に起因する生産力の低■F~を引き起こしているo今回はこの受益面積

マンクンタン地区9,000ha及びサンフォニア地区2,000baの潅概排水システム､洪水

防止システムの整備及び水管理シiテムの構築を図るものである｡
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(技術的可能性)

港概排水､洪水防止施設は整備されていないことに加えて水管理が不十分なために港

概施設は滞砂､水路はよしが繁茂し､水路のライニングがないため､漏水が多く､分

水施設､特に圃場内の用排水施設が未整備なために港概効率は低下している｡基本的

な対策はあるが､具体的な対策を確立することが必要で､ギニア国政府の技術力から

考慮して日本側と協力すれぼ卜分に可能性はあると思う｡

(社会･経済的可能性)

米が最も重要な作物で毎年25-30万トン程度輸入しているので､この計画を実施す

ることにより､輸入量が少なくなり､外貨を節約することができる｡このことにより､

社会･経済的効果は十分あると思う｡

(現地政府､住民の対応)

当プロジェクトを担当する中央政府､農牧省は､港概事業については多少の経験を有

している｡当プロジェクトの開発に対しても強い意欲を示している｡農民も我々の調

査にあたって､大変関心を示し､多くの農民が同行し､実情を説明してくれた｡

以上すべての観点から､当該プロジェクトが協力プロジェクトとして適したものと確

信する｡
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第二部 ガンビア国



Ⅰ.ガンビア国の一般事情



Ⅰ.ガンビア国の一般事情

ト1概 要

◎ 正式国名

(1)正式国名

ガンビア共和国

THE REPUBLIC OF THE GAMBIA

(2)独立年月日

1965年2月18日(旧宗主国:英国)

◎ 位置･面積

(1)位 置

ガンビア国は､北緯13度3分から13度49分､西経16度48分から13度

47分の間に位置する｡

(2)面 積

11,295平方キロメートル｡

◎ 地 勢

西は大西洋に臨み､その海岸線は約55キロ｡東南北の三方はセネガルと国境を

接し､束西322km､南北の幅は大西洋側で48km､内陸部で24kmと先細りのく

さびのような形でセネガルの中央部にくいこんでいる｡国土は起伏が少なく平坦

で､その中心部にはギニアのフタジャロ山系に源を発し大西洋に注ぐガンビア川

(ガンビア国内で全長475km)が流れている｡川沿いはマングローブにおおわれ

た湿地帯であるが､内陸部はサバンナで､セネガル南部のカザマンス地方と接す

る地帯は比較的雨量が多く､竹林､熱帯林もあり緑が豊かである｡大西洋側は海

水の逆流により土地は塩分を含み農耕に適さないが､内陸部では落花生､米など

を生産している｡

◎ 気 候

熱帯性気候｡年間平均降雨量は1,000mm程度(6-10月の雨期に集中して降る) ｡

気候は年間を通じ平均30度と暑いが､ 12-2月は朝晩20度以下となり肌寒く感

じることもある｡

12l-



◎ 歴 史

ガンビア川に人が住み始めたのは紀元前2000年と伝えられているが､初めて文

献に現れたのは紀元前470年のカルタヘニアンのハンノの西アフリカ紀行に印さ

れている｡

5世紀から8世紀頃はほとんどのセネ･ガンビア地域はガーナ帝国の一部であり､

サラフレ族が支配をしていた｡

13世紀頃にはマンデインゴ族とスス族がガンビア川上流(硯マリ国)に定住した｡

英国に先立ってポルトガルが1447年に上陸｡ 1455年には再上陸したポルトガル

人がピーナッツ､綿花､熱帯果実(マンゴー､パパイア等)をブラジルから持ち

込んだ｡

17世紀中頃よりガンビア川を利用した奴隷貿易が繁栄し､ 1816年には英国は河

口にあたるバスルスト(現在のバンジュール)に拠点を設置した｡ 1888年以後､

ガンビアはシュラ･レオーネより分かれて現在の領土となり､セネガル領土にお

いて重要なガンビア川に運輸の部分を得る事となった｡

第2次大戦中は多くのガンビア兵士が英国軍兵士としてビルマ(現ミャンマー)

に配属された｡

1959年には内務省獣医のダウダ･ジャワラが護民党(PPP-後の人民進歩党)を

結成し､独立前の1962年の選挙にて政権を得た｡

1965年2月18日,英国の植民地より独立を果たし､ジャワラ党首は首相となり､

1970年には国民投票で立憲共和制に移行し､ジャワラ党首は大統領となった｡

以後､ 1994年7月22日にヤヤ･ジャメ中尉が起こしたクーデタ一により大統領

の座を追われるまで約30年に亘って大統領ポストに留まった｡

ト2 内 政

◎ 政 体

大統領を元首とする立憲共和国で､新憲法では大統領ほ国民の直接選挙により選

出され､任期5年となっている(再選回数に制限はない) ｡
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◎ 政治情勢概況

(1) 1965年2月､ 200年の英国による植民地支配より独立｡人民進歩党(PPP)

ダウダ･ジャワラが首相となる｡ 1970年に国民投票が行なわれた結果､立憲

共和制-移行し､ジャワラは大統領に就任した｡

(2) 1994年7月22日､ガンビア国軍ヤヤ･ジャメ中尉を中心とした若手軍人に

より､ ｢無血クーデタ-｣に発展し､ジャワラ大統領は40名の閣僚及びそ

の家族と共にセネガルに亡命する事となった｡ジャメ中尉は軍事暫定統治評

議会(AFPRC)を結成し､自ら議長となり､ジャワラ政権の汚職体制に終止

符を打った｡ 1998年12月に民主化に向けた選挙を実施することと憲法作成

のタイムテーブルを発表したが､ 4年という長期に亘るプロセスのため､欧

州諸国は一斉に反発し､経済･技術協力の凍結を表明した｡

(3) 1996年9月26日に大統領選挙が実施され､警察の不当介入等､候補者間の

公平性の欠如など西側諸国の批判はあったものの､投票自体は混乱もなく平

穏裡に終了した(投票率は90%) ｡

(4)ジャメ大統領は大統領選挙に引き続いて国民議会選挙を1997年1月2日に

実施した結果､与党が圧勝した｡

◎ 立法･政党

1994年7月22日のクーデタ-以降､旧憲法の停止と政党活動の禁止が公布され

たが､ 1996年8月7日の国民投票において改正憲法が70%の票を得て国民の支

持を得､ 1997年1月16日に国民議会の承認を得て施行された｡

(1)立 法

イ)立法機関は国民議会(一院制)並びに大統領である｡

ロ)国民議会議員定員49名｡うち45名の議員は国民の直接選挙により選ば

れ､大統領任命の4名とともに5年間の任期で構成される｡国民議会議

長は､議員の直接投票にて選出｡

(2)政 党

ガンビア国は､ 1970年の立憲共和国制移行に伴い野党が結成され､多党制民

主主義を採用｡与党(PPP)を含め7つの政党が結成され､野党では国民議

会党(NCP)
､ガンビア人民党(GPP) ､人民民主党(PDP) ､独立･社会
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◎ 人口･民族

(1)人 口

1998年のUNDPの人間開発指数では以下の通り｡

1,180,000人(97年tJNFPA推定)

年人口増加率

人口密度

出生率

推定乳児死亡率

平均寿命

(2)民族構成

マンデインカ族

フ-ラ(プル)族

ウオロフ族

ジョラ族

三五
日口

3.9%

99人/km2

1,000人当たり65人

1,000人当たり126人

45.6才(男44才､女47.2才)

42% (農村に集中)

18%

16% (首都バンジュールに集中)

10%

英語(公用語) ウオロフ語 マンデインカ語

◎ 国民性

一般に争いを好まず､のんびりしていると言われるが､首都バンジュールがほぼ

自由貿易港であるため､近隣諸国(ナイジェリア､セネガル､ギニア･ピサオ､

モーリタニア等)の商人が往来し､これらの影響で都会のガンビア人も商才を発

揮し､活発に行動している｡他方､セネガルに周囲を囲まれた小国であるため､

民族･言語とも共通しているとはいえ､セネガル人に対するコンプレックスもあ

るといわれている｡

◎ 国旗･国歌･国花

国旗は上から赤･青･緑の横縞で､三色の境界には自ラインが走る｡赤は善隣友

好､青はガンビア川､自は同川の両側の主要道路､緑は農業を表わしている｡
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主義のための人民民主連盟(PDOIS)等が活動していたが､ 94年7月のクー

デタ-で政党活動が禁止された｡

その後､ 1996年8月14日には政党活動禁止令が解除されたものの､旧政権

時のPPP､ NCP､ GPPの3党については政党活動が認められなかった｡な

お､政党登録では愛国の再指針と構築同盟(APRC)
､民主連合党(UDP)

国民調和党(NRP)
､独立と社会主義への民主人民組織(PDOIS)の4党が

正式に登録された｡

◎ 行政･政府の主要政策

(1)内 政

良き統治(民主化の推進､行政改革､地方分権化) ( "vISION2020''によ

る)

(2)外 交

非同盟､善隣友好､アフリカ地域機構の協力推進､英連邦

(COMMONWEALTH)加盟維持

◎ 司 法

上級裁判所は最高裁判所､訴訟裁判所､高等裁判所､特別刑事裁判所より成る｡

また､治安判事裁判所､カーデイ裁判所､地方裁判所等の下級裁判所は国民議会

により設立される｡

なお､ 1995年8月には93年に廃止された死刑が復活している｡

◎ 地方制度

首都バンジュールの西部地域､北岸地域､下流地域､マッカーシー･アイランド

地域､上流地域の5地域に分けられており､それぞれの地域の首長は選挙によっ

て選ばれる｡

ト3 外 交

旧政権では穏健な非同盟主義､英連邦加盟国として西側寄り､西アフリカ諸国経済共

同体(ECOWAS)内における発言力強化を狙う方針を取っていた｡ 1994年のクーデ

タ-以降も新政権は旧政権の路線を維持しつつ､イスラム国家との緊密な繋がりを構

築している｡
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また､ガンビア国は､ 1998-99年の国連安全保障理事会の非常任理事国に選出され､

国連代表部を中心とした国連外交を行なっている｡

Ⅰ-4 経 済

◎ 経済概況･経済政策

(1)経済概況

1人当たりのGNPが340ドル(96年世銀)のガンビア国は､1997年のUNDP

の人間開発指数(HUMANDEVELOPMENTINDEX)によれば､ 175ケ国

中165位とほぼ最下位であることに見られるように､最も開発の遅れた国の

1つである｡同国の経済の中心は農業であり､農業はGDPの約29% (1996

/97年)を占め､全人口の75%が農業､畜産に携わっている｡落花生は国

内産輸出産品の50%程度(1994/95年)を占め､耕作地の約45%を占める

重要な産品であるが､落花生の生産状況等如何によりガンビア国の経済動向

が大きく左右される体質となっており､気象条件､国際価格の変動等､外的

な要因に脆弱である｡第一次産業では､他には牧畜､米､綿花､租粒穀物､

とうもろこし､漁業､皮革等においても生産を伸ばす潜在性を有する｡

(2)経済政策

ガンビア国の最初の国家開発計画は1975年に始まるが､右計画は農業の多

角化や農村の開発を通じて高い経済成長率の達成を目標としていた｡ 1982

年に策定された第2次国家開発計画は､経常収支の改善､政府の財政基盤の

強化､物価の安定､自由貿易体制の維持を目的とし､優先分野を農業､工業､

観光におき､ GDP年間平均成長率5.10/.を目標としていた｡しかしながら､

早魅の影響や財政赤字の増加､多角化の失敗､交易条件の悪化､対外債務負

担の増加等から､上記計画の目標達成は非現実的なものとなり､ IMFも債務

支払い遅延を理由にスタンドバイ融資を停止したことから､開発計画は失敗

に帰することとなり､このため1985年には経済再建計画を実施することと

なった｡

また､ 1991/92年よりIMFによる持続開発計画(POGRAMME FOR

SUSTAINED DEVELOPMENT)が5ケ年計画で進められ､市場経済導入､

民間部門活性化が図られた｡
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広範囲に亘る経済目標を揚げたジャワラ政権とは異なり､ジャメ政権は｢ヴィ

ジョン2020｣と名付けた長期的経済戦略を策定し､農業･工業振興による食

糧自給化と輸出､観光促進､民間部門活性化､金融の自由化を主柱として中

収入国を目標としている｡

なお､ 1998年より会計年度がこれまで7月1日-6月30日であったのが､

ECOWAS諸国との協調を目的として暦年に変更されることとなった｡

ガンビア国の安全なイメージが損なわれ､欧州よりの観光客が半分以下に落

ち込み､ホテルの占有率も20%前後と観光シーズンを直撃して苦しい経済状

況となったものの､その後､英国の渡航自粛が解除されてから観光客も増え

始め､クーデタ一発生前の賑わいが戻りつつある｡ 1997年にはエンドム空港

の新旅客ターミナルの完成とコロリ地域の新リゾートホテル建設等で1997

/98年の予想では､ 10万人の観光客を見込んでいる｡

Ⅰ-5 我が国との関係

(1) LLDCであるガンビア国に対して､従来より食糧援助､食糧増産援助を中心に援

助を実施して､加えてエネルギー､水産分野に対する協力も実施してきた｡しか

しながらクーデタ一発生以降は緊急的かつ人道的性格を有する援助(草の根無償

資金協力等)を除き原則として新規の援助は停止した｡ 1996年以降､大統領､国

民議会選挙等が実施され､ -一連の民主化プロセスが進展したことにより､ ODA大

綱を踏まえ､ 1997年3月､同国に対する援助を再開することを決定し､ 1998年

10月に食糧増産援助として農機具､肥料等1億5千万円の援助をした｡

(2)近年のODA実績

イ)無償資金協力(草の根無償)

1996年度

ロイヤル･ヴィクトリア病院放射線科増築及び集中治療病棟設立計画

識字教育計画

民主化支援

1997年度

NGO資源及び訓練センター建設計画

農園と給水計画

草の根援助開発計画
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識字/成年女性教育センター建設計画

1998年

シバノール医療設備支援計画

女性のための小規模事業支援計画

障害者救済補助計画

ロ)有償資金協力

なし

ハ)技術協力

1996年度

なし

1997年度

研修員受入れ 5人

1998年度

研修員受入れ 7人

◎ 外国援助受容状況

(1)これまでの二国間の主要援助国は米､英､仏､独等であるが1994年の政変

以降､一時停止し､ 1998年以降EUや英などが小規模ながら再開を始めた｡

(2)諸外国の最近の援助動向

･ (FAO及びノルウェー)落花生生産改善計画

･ (WIiO)医療機器､マラリア抑制を供与

･ (独)控訴裁判所に法律書を供与

･ (クウェート基金)高速道路建設に融資

･ (イスラム開発銀行)病院2ケ所の建設及び機材購入に融資

･ (アフリカ開発銀行)国家保健開発サービスプロジェクトに融資

･ (OPEC基金)中等教育学校2校建設に融資

｡ (リビア)医薬品の供与
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Ⅱ.ガンビア国農業･農村総合開発計画
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Ⅲ.ガンビア国農業･農村総合開発計画

Ⅲ-1背

西アフリカ西端に位置し､ガンビア川沿岸(東西300km､南北20-45km)及びセン

トマリー島からなる｡北､東､南の三方は､セネガルと国境を接している｡ 1965年に

英国から独立した｡ 1970年に共和制に移行した｡ 1994年7月のクーデタ-以降､先

進国の経済協力を停止された｡現政府は近隣諸国との関係改善に努めている｡

労働人口の約75%が農業に従事している｡換金作物として､落花生が生産されている｡

しかしながら､近年の一次産品の国際価格の低迷に加え､早魅､病虫害の影響による

生産減が経済発展の阻害要因となっている｡ 1994年の7月のクーデタ-後､原則とし

て新規の援助が停止されることになっているが､ 1997年3月､同国に対する援助を再

開することが決定された｡

このため､広く国民に稗益し､即効性が高いプロジェクトが必要となってきた｡その

趣旨に基づいて同国の農業･農村総合開発計画を策定することは緊急の課題である｡

Ⅲ-2 農業の硯状と問題点

Ⅲ-2-1農業の現状

(1)農業はガンビア国経済の根幹であり､労働力の75%以上が従事しており､輸出商

品のほとんどを占める｡同国の農業生産は小規模農家が伝統的な手法で穀物と換

金作物の両方を作るという形態であり､気象条件の影響を受け易い｡ガンビア国

はサハラの南端にあるため､極度の羊魅は回避できているものの､ 1970-77年

及び1980/81年､ 1984/85年､ 1996/97年の農業生産は気候不順により減少

した｡農業のGDPに占める割合は25-30%前後で推移してきたが､ 1990/91

年には23%にまで減少している｡他方､政府補助金の削減により､換金作物から

食糧生産に切り替える農民も増えている模様である｡
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表2-1農業生産の変化

(単位:千トン)

1992/ 1993/ 1994/ 1995/ 1996/ 1997/ 1998/ 1999/
93 94 95 96 97 98 99 2000

換金作物

落花生 54.6 76.7 80.8 75.2 45.8 78.1 73.46 128.42

綿花 2.2 3.0 2.5 1.6

食用穀物

ソルガム 12.3 9.0 8.9 ll.9 13.7 12.9 9.9 18.0

ミレツト 46.3 52.2 52.9 54.0 61.5 66.1 64.7 80.7

26.4

莱 19A 12.1 20.3 19.0 18.2 16.7 18.84

とうもろこし 18.3 23.8 13.3 13.6 10.0 8.5 13.0

(出典:農業省､ FÅo)

(2)落花生の生産は農業の中心を占めており耕作地の約45%を占め(約81,000ba)
､

ほとんど全ての農民がその生産に携わっている｡収穫は通常11-2月の間に行な

われるが､生産量は天候に左右される｡政府は生産インセンティヴを与えるため

に､生産価格を1987/88年に引き上げたものの､国際価格が低迷したことから､

2年後にはこれを引き下げた｡ 1989/90年には長年続いていた政府補助金が

カットされ､生産者価格は国際市場に連動することになり､これにより翌年には

落花生の出荷が村前年比約42%減の74,500トンに下落してしまった｡なお､1989

/90年からは､政府は落花生の買い付け業者に対するライセンスの発給を停止し､

農民はGAMBIA PRODUCE MARKETING BOARD (GPMB)の定めた価格で

直接GPMBに売ることができるようになった｡落花生の買い付け､加工､輸出

は民間セクターのTHE GAMBIA COOPERATIVE UNION (GCU)並びに

GAMBIA OILSEEDS PROCESSING AND MARKETING COMPANY

(GOPMAC) (GPMBを引継いで民営化された)が行なっている｡

他方､政府は落花生に代る小規模な換金作物生産を奨励しており､近年､胡麻生

産が注目されている｡ 1997年の胡麻生産は800トン(マルシェ･トロピコ紙推

定)であるか､生産者価格が1998年1月より上昇(トン当たり350ドルが450

ドル)することとなった｡

(3)綿花の生産は1981/82年度には2,600トンに達したものの1987/88年には

1,200トンにまで減少した｡こうした減少傾向に歯止めをかけるため､ 87/88､

88/89年､政府は生産者価格の引き上げを行か､､ 1988/89年の生産は5,000

トンに上昇したが､ 1989/90年の生産から衰退を始め､年間2,000トン-3,000

トンの生産が続いている｡ 1990年にはガンビア国の綿花生産の民営化計画が発
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表され､仏とガンビア国政府出資による GAMBIA COTTON COMPANY

(GAMCOT)が経営を行なうことになった｡ 1988/89年には生産者価格は

2,200ダラシ/トンであったが､ 1992/93年では2,900ダラシ/トンと発表され

た｡政府は綿花の増産を奨励しているが､天候に左右されやすいため生産量は多

くはない｡

(4)食用穀物では､米が主食となっており､その消費は年々伸びている｡米の生産は

伸びてきているものの､人口増には追い着かず､毎年相当量を輸入に依存してい

る｡稲作奨励の一環として政府は86年に､生産者価格を前年の560ダラシ/ト

ンから945ダラシ/トンに引き上げた｡その後1988/89､ 1989/90年の生産者

価格は900ダラシ/トンとなっている｡しかし､ 1990年12月には塩水の洪水に

より､米の約3分の2が被害にあったとみられ､その他の穀物についても降雨の

遅れの影響により減産となった上､ 1991年の雨期の到来もかなり遅れたことも

あり､ 1991/92年以降も持ち直すには至らなかった｡このため､ 1996年にはア

フリカ開発基金及び農業開発国際基金の支援で年間12,500トンの稲作プロジェ

クトの策定を行なっている｡

また､租粒穀物であるミレソトとソルガムも主要な食糧であり､ミレソトの中で

もスノ(早稲)は北岸及びマッカーシー･アイランド地域で生産され､サンヨ(晩

稲)は西部及び上流部地域で生産されている｡スノは早魅時でも成育が可能であ

るため､耕作地の拡大を進めている｡ 1993/94年には41,790ヘクタールのスノ

に対し､サンヨは食べられている.また､とうもろこしの生産についてはFAO

の統計では1993/94年に推定24,000トンと好収穫をあげている｡

畜 産

政府は家畜の飼育のポテンシャリティが高いとみて畜産を奨励している｡ FAO

の1994年の推計によれば､ガンビア国には牛41.4方頭､羊12.1万頭､山羊15

万頭､豚1.1万頭がいるとみられている｡肉牛はナイジェリア､ガボン､ガーナ､

ギニア･ピサオ等に輸出されている｡

Ⅱ-2-2 農業の問題点

ガンビア国経済の中で最も主要な役割を演じてきたが､雇用の面からも輸出の面から

もその役割は減少してきた｡この理由は､気候条件の悪化､国際農産物価格の低-F､

不適切な政策などが考えられる｡中期計画においては､貧困対策食糧の確保は､農産

物の生産量の増産と生産性を高めることにかかっている｡
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このため､農業生産性を高めるためには､農産物の多様化､農村から都市への移住の

防止､健康な環境づくり､土地水資源の低下への防止､開発への婦人の参加等が考え

られる｡このために､中期計画では､次のような問題点があげられている｡

1)不適切な融資制度と農業施設の不足

2)不適切な水供給システム及び必要な投資の不足(種子､肥料､農薬)

3)熟練した人材の不足

4)不適切なインフラストラクチャ(輸送､市場､資機材､港概､加工施設など)

5)低生産性の生産システム

6)不適切な農地の借入システム

7)低生産性の農地(低い肥沃度､土壌)

8)天水に依存する農業

9)前例のない､高い成長率､ 4.1%/年の適用は森林の乱伐､短期間の休閑､整備さ

れた農地の減少からも極めて困難である｡

ガンビア国政府は､上記のような問題点を抱えているが､この間題を解決するために

は､次のことを考えている｡

1)適切な研究及び普及によって､技術の改良及び普及システムの確立

2)農民の私有農業を確立するため､適切な制度､社会経済インフラ､法体系の確立

3)財政､金融システムの確立

4)熟練した人材の開発

5)農地改革と農民参加への適切な組織の確立

Ⅱ-3 ガンビア国農業･農村総合開発計画

Ⅲ-3-1地域の概況

西は大西洋に臨み､その海岸線は約55キロ｡東南北の三方はセネガルと国境を接し､

東西322km､南北の幅は大西洋側で48km､内陸部で24kmと先細りのくさびのよう

な形でセネガルの中央部にくいこんでいる｡国土は起伏が少なく平坦で､その中心部

にはギニアのフタジャロ山系に源を発し大西洋に注ぐガンビア川(ガンビア国内で全

長475km)が流れている｡川沿いはマングローブにおおわれた湿地帯であるが､内陸

部はサバンナで､セネガル南部のカザマンス地方と接する地帯は比較的雨量が多く､

竹林､熱帯林もあり緑が豊かである｡大西洋側は海水の逆流により土地は塩分を含み

農耕に適さないが､内陸部では落花生､米などを生産している｡
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熱帯性気候で年間平均降雨量は1,000mm程度(6-10月の雨期に集中して降る) ｡

気候は年間を通じ平均30度と暑いが､ 12-2月は朝晩20度以下となり肌寒く感じる

こともある｡

Ⅱ-3-2 計画調査の基本的な考え方

1994年7月のクーデタ-以降､先進国の経済協力は停止された｡現政府は近隣諸国と

の関係改善に努めている｡ガンビア国経済の中で農業･農村開発は最も重要な対策で

ある｡このため､現在の農業農村総合開発の問題点を整理し､将来に向けた対策を考

える場合､農業全般にわたるマスタープランを策定することは極めて緊急の課題であ

る｡その対策としては次のことが考えられる｡

1)港概排水施設の更新及び新設､洪水防止施設､港概排水システムの合理化､水管

理組合の構築

2)合理的な土地利用計画の策定

3)農業市場システムの構築

4)小規模私有農家に適する′ト型の農業機械に対応する農業機械化体系の構築

5)農業支援システムの再構築

6)小規模私有農家に対する農業資金システムの改善

7)農業研究組織の再構築

(1)目 的

この調査の目的は次のように考えられる｡

1)この地域における持続可能な農産物の生産強化のための総合的な農業農村総

合開発計画の基本的な開発計画を策定し､ガンビア国側と協力して､開発計

画の中に含まれる種々のプロジェクトの優先順位付けを行ない､最優先プロ

ジェクトの中からパイロットプロジェクトを選定する｡

2)選定された優先プロジェクトについて､フィージビリティレベルの調査を実

施し､技術的､経済的､財務的可能性を明らかにし､すべての点で良好なも

のをパイロットプロジェクトとする｡

3)調査の過程において､カウンターパートに対し､技術移転を行なう｡

(2)調査の村象地域

ガンビア国全土10,000km2を対象とする｡
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(3)マスタープラン調査

調査はPbaseI及びPhase]からなる｡

1)マスタープラン調査(PbaseI)

この調査は調査地城の現況及びこの地域の開発を阻害している問題に対し､

ガンビア国農業省及び関係省庁と協力して持続可能な具体的な対策を作成し､

農業農村開発のマスタープランを策定する｡マスタープランの中の個々のプ

ロジェクトの優先順位付けを行ない､優先プロジェクトの中からパイロット

プロジェクトを選定する｡

このために､データ､情報をできるだけ収集し､分析を行なうと共に､既存

の開発計画をレビューし､間道点の解析及びその対策を作成する｡その際､

地域的条件別(上流､中流､下流など)及び小セクター別(営農､畜産､普

及､加工処理､マーケット､農業研究組織､農民組織､潅概排水､洪水防止､

農道､給水など)に問題点を整理､分析を行ない､持続可能な具体的なプロ

ジェクトを策定する｡優先順位付けの基準はできるだけ客観的に設定する｡

速効性､効果的であり､ガンビア国全土のモデルになりうるものから選ぶこ

とが必要である｡

2)フィージビリティ調査(Pbase])

1)の手順をふんで選定されたパイロットプロジェクトに対し､フィージビリ

テイ･レベルの調査を実施する｡この調査中､併行して次のような試験施設

を設置する｡この試験施設を設置することにより､具体的な施設を見せるこ

とにより､ガンビア国政府職員及び関係農民を啓蒙することにも役立つこと

となる｡

･ ふん尿を燃料として利用する試験施設､太陽エネルギー･を利用してポン

プ､農産物処理､加工などのための試験施設

(詳細は付属資料のTerms of Reference for the Master Plan Study for

lntegrated Agricultural
and Rural Development Project in Gambiaを参照

されたい｡ )
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表2-2 Medium-Term Policy Targets and Goals Matrix

Prog1'fmlme

ArellS

Goユ11sby2005 Co[l5tZ..1iJ1(S Actio[1S

LanditlUse Total 406,000 Unsatistlac[oryEこlndtenuresystem; PromotewaterLLSerS

Rainf-ed 386,000 productivelandinitCCeSSibletopotential assoclatlOⅠーS

Ⅰrrlgated l7,000 additiolーaluse⊂s二depeⅠーdenceonraLnfed

-Promotep｢lVatizedi汀tgationWetland 3,000

800

practicesニーOヽVPrO(lしlC[ivityoFland,acid

Uplalーd sulphatesoilsal1(1sal〔waterintrusiotーin exte11StOlー

(additional) 5WalTtPS.

-SelectivesittlngOrWetland
developmentactivities.

LandreFonTIS[OmakeaccessibEe

umLSedvirglnJands,investmentFor

improvedin[rastructure-imgation

watercontroL,waterlifting-

disseminationinlPrOVedland

preparatidnmethods.

AdditionalArea

Cultivated

(mt)

Yield/ha

expected

(】¶t)

Target

Total

Production

(lOOOmt)

CROPS

-Rice
37 2.2 89

Lowtonon-c:1jsl州lCaPLtaloFproducersto ⅠmpLernentpoliciestosupportand

takeadvaEltageりEiiberalizedeconomic promotecostrecoveryproduction

-MiⅠ1et
64 1.4 90 opportunities,usビ()Howoutput,labour- technoLogleS,designandestablish

-Maize
2ー I.6 34 collSしllTーmglLIJl(tLIL.CPaL-ationandproduction policiesandprocedures,special

-Sorghum
17 1.0 17 FarmlngS)pS【elll.l二｢ainFeddependency, EinesorcreditdirecLedatsmall

-Groundロtr【S
2

106

I.2 l26 unreliablestLPPt1亡S上川dhighcostofessentiaJ
farmerstargetlngaCtivitiesFor

-Vege(ables

(Exports)

7 t7 inputs;unre[iabZcE.LLjnralL accesstoanduseoressential【nputs

-irr唱ation,mechanization,animal
traction.

TarEet%Oflf-take Targe【Meat

Production

(1000/mt)

Increased

Production

of■A山mals

LⅠVESTOCK

-Cattle
14.5 9 72

Fragl)eeCOLogy,しl.こiditionalLowoutputtrans. ImplementpoJiciesandcarryout

husbandrypractiLLeSlinadequatetonon- activitiestojncreaseofrtake.e.g.

-Sheep&Goats
40 14.8 155 existentinヽ′es[mcll〔C叩aCi[iesofproducers ex亡ensionofimprovedrange

-Poultry
2.6 i,950 orshortcyL.leLILlimaLsinaccessibilityand managementmethodsat

-Pigs
I..I 18 しLnarFordabklL,｢e(LiH'llCi)ities. commumtylevelsーfhttenlng

-Mi一kp⊂odLⅠCtS
13 ー0,0001Tーt schemes;furtherpTOmOtionof

diaryandotheranimalproduct

development;improveefficiencyof-

process】ng;greaterinvo一vementor

professionalsinpnvatesectors,tax

亡eductionandspecialcredit

schemesrorpoultryandplggery

farmersこimprovedhealthand

hyglenef-acilities.

FTSHERLES IncreasedproductiollatZeast50%to40,000mt ト1ighcos【()｢Hshl∩昌gearandinputs;low AssessmentandmonitorlngOr

by2005 capacztyolLilr【lトll】lalrlSherfolktotake resourcepotentiaLsこeS(ablish

adVantageol-LiL,c.一三lLized皿arket;inadeqしLate specialcreditlinesFo｢rlSher{olk;

informatio11==rlSheriesmarket; const｢uctmorecommしlnity

opportしmitie5 rlSlーeriescentTeSこenfbrceFislーe〔ies

laws;nobilizeresourcesFor

productdevelopment
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2)調査日程及び調査員の経歴

日程表 調査員名並びに経歴

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考 調査員名 経歴

1

平成12年

2月21日(月) 東京 パリ パリ 出国(AF27512:35発17:lo著)

日本大使館､ギニア農業水利森林省､外務省打合せ

金津昭治 別紙のとおり

1990年3月

2

3

2月22日(火)

2月23日(水)

パリ

コナクリ

バンジユル

ダカル

コナクリ

バンジユル

ダカル

パリ

東京

コナクリ

//

(総括.農業
開発)

4 2月24日(木) // サンファニア地区現地調査 篠原徹也

5 2月25日(金) カムサール マンクンタン地区現地調査 (市場調査) 慶鷹義塾大学

6 2月26日(土) E] // 2/21-3/8 経済学部

7 2月27日(目) 〟 // 1990年4月

8 2月28日(月) コナクリ E] 三菱商事㈱入社

9 2月29日(火) // 日本大使館､ギニア農業水利森林省､外務省打合せ

10

ll

3月1日(水)

3月2日(木)

バンジユル

//

移動(AF76411:00発17:55着)

ガンビア農業天然資源省､外務省打合せ
現地調査

12 3月3日(金) ジョジタウン //

13 3月4日(土) // E]

14 3月5日(日) フエラフエニ 〟

15 3月6日(月) バンジユル //

16 3月7日(火) // ガンビア農業天然資源省､外務省打合せ

17 3月8日(水) ダカル 移動(DS33210:45発ダカル11:25着)

18 3月9日(木) //

日本大使館､JⅠCAセネガル事務所打合せ

19 3月10日(金) // 資料整理

20 3月11日(土) 機中 帰国(AF71923:50発)

21

22

3月12日(日)

3月13日(月)

パリ //

パリ着6‥25AF276パリ発13:1Z東京着9:.5



Ⅲ-3-3 総合所見

農業生産体制の再構築にとって最も重要と思われる点は､個々の農家が市場経漬の中

で如何にして自立していくかである｡今まで社会主義体制の中で経営意識の薄かった

農家の意識を変えていくという問題も重要なファクタ-であるが､基本的には持続可

能となるような農業生産整備が必要と考えられる｡濯概排水及び洪水防止施設を新設

あるいは更新し､有効に利用し､新たに構築する農業生産体制に組み込むことは緊急

的課題である｡生産体制の再構築には､ハードの分野として､ポンプ場､幹線港瀧施

設以下末端に至る港概施設､洪水防止､道路の整備､ソフトの分野としては､集荷場､

貯蔵･加工施設､農業研究組織の構築､農民意識の改革､農業組合の及び水管理組織

の組織化､流通機構等改善すべき点は多々あるが､市場経済化に合致した農業開発を

促進する上でここにあげたマスタープラン調査を行なうことは極めて重要と考えられ

る｡

(技術的可能性)

個々の技術についてはかなり低い水準にあると考えられるが､今後､マスタープラン

のような全体計画を立てる上で外国の技術協力が必要となってくると思われる｡基本

的な建設技術､管理技術及び研究の蓄積はほとんどないように感じられた｡カウンタ

パートとしての相手国政府技術者の技術力に関してはプロジェクト遂行上､言語を除

いてかなり問題である｡

(社会･経済的可能性)

ガンビア国の農業部門は自然環境に恵まれ､伝統的な重要な生産部門で純生産で全部

門の29%を占め(1997年)
､全人口の75%が農業､畜産に携わっている｡穀物自給

率､特に米の生産を向上させるためには､稲作栽培に適している地域に港概排水施設､

洪水防止施設､土壌浸食防止施設の整備､農業支援体制の整備を行なうことは､米の

増産を可能にするためには極めて緊急の課題で､ガンビア国農業にとって非常に大き

な効果が期待される｡

(現地政府)

当プロジェクトの担当の農業省はガンビア国政府内でも最も強力な組織の1つである｡

農業生産体制の改善は市場経済に移行する上で極めて重要で､国家経済の安定には必

須の課題である｡この課題解決のための政府の意欲は高い｡また､農民の意識も漸次

高くなってきているようである｡
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表2-3 Crop Production Series 1994/95 to 1998/99

CROPS 95/96 96/97 97/98 98/99 99/2000

Eat-ⅠyMi1】et C 43.46 45.3】 64.53 57.88 65.55

~H 42.36 42.63 59.78 53.52 63.04

Y 1,026.00 1,]61.00 909,00 1,039.00 】,ー47.00

P 43.44 49.50 54.37 55.60 72.32

LateMillet C 13.61 14.33 15.30 15.42 】0.42

H 12.83 13.07 13.67 13.80 8.78

Y 824.00 9ー8.00 857.00 658.00 950.00

P 10.58 ーー.99 ーー.72 9.07 8.34

Solーg】ーu1ーー C ]4.88 13,59 i4.65 14.24 l8.50

H 13.99 12.70 l3.43 12.23 l6.42

Y 849.00 1,080.00 962.00 809.00 i,iO7.00

P ll.87 】3.72 ]2.93 9.87 17.97

Maize C 12.70 lO.4】 9.85 】】.7] 14.76

H 10.55 8.22 7.24 9.07 12.78

Y I,292.00 1,220.00 1,169.00 】,040.00 】,597_00

P ]3.63 lO.02 8.47 】3.01 20.41

Tota】Coa1-SeGl-aiーー C 84.66 83.64 104.32 99.25 ー09.22

H 79.73 76.62 94.13

87.48

88.6l 100.83

Y

P 79.53 85.23 87.55 199_03

UpJa】ーdRice C 3.04 5.33 7.37 9.43 7.80

H ･2.75 4.33 6.34 7.68 6.84

Y I,222.00 930.00 1,029.00 I,040.00 I,421.00

P 3.3(; 4.03 6.52 7ー99 9.73

Swamp C 13.33 13.75 8.21 8.84

H 】2.65 12.70 7.94 8.32

Y I,232.00 り]5.00 1,28】.00 】,304.00

P 】5.59 14.16 10.17 lO.85

Tota】Padd】y C l6.37 19.08 ]5.57 】9.61 7.80

H

Y

P

】5.40

】8.95

】7.03

18.19

]4.28

】6.69

】7.34

18.84

6.84

9.73

TotalGroundnutL C 78.82 68.08 73.33 75.26 】】5.72

H

Y

P

78.09

1,428.00

75.]8

64.4ー

45.82

70.46

78.ー0

､70.48

73.46

ー02.26

128.42

A]7Cl.OPS C 179.85 】70.80 193.22 194.116 232.744

H 173.22 158.06 178.87 】76.433 209.935

P 253.】9 234.47 269.75 267.386 257.】17

Note: C-Co)tivated Area-000 ha, H
-
Hal･VeSted Area(.000 ha), Y -Yield (kg/ha)

P - PI･Oducitoll ('000 to1111eS)
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1)調査団貞の略歴

金津 昭治

〔職歴〕

昭和29年

昭和29年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和55年

昭和57年

この間に､

東京大学農学部農業工学科卒業

農林省入省

東海農政局計画部長

構造改善局施工企画調整室長

国際協力事業団農業開発協力部長

関東農政局建設部長

(fi)Jヾシフイツクコンサルタンツインターナショナル入社

取締役農水事業部長､取締役コンサルティング事業本部副本部長､

第二事業本部副本部長､技師長室を経て､農業開発部

農学博士(東京大学)
､技術士(農業土木)

総理府資源調査会専門委員､東京教育大学農学部講師､東京農業大学客員教

授､技術士本試験試験委員(農業工学) ､ (社)農業土木学会理事･海外委員会委員長､

関東副支部長､ (財)日本農業土木総合研究所理事のち監事､ (社)農業教育研究協会

理事､全国農業土木技術連盟関東支部長などを務める｡

〔業務歴〕

昭和42-56年

昭和57-58年

昭和59-60年

昭和60-61年

昭和61-63年

昭和63-平成元年

平成2-3年

平成4-5年

平成6-7年

平成8年

平成8-9年

平成9-11年

マレーシア､ラオス､アフガニスタン､パラグアイ,インドネシア､ネパー

ル､タンザニア､フィリピンに調査団長として参加

シュラレオーネ国ロンベ沼地農業開発計画実施調査団長

ホンデュラス国アグアン川流域農業開発計画実施調査団長

チリ国マポーチョ川流域農業開発計画実施調査団長

コロンビア国キンデイオ盆地農業総合開発計画実施調査団長

コロンビア国アリアリ川農業総合開発計画実施調査団長

ブータン､エクアドル､コロンビア,メキシコ､ニジェール､マリ､ケニ

ア､ウガンダ､タンザニアに事前調査団長として参加

グアテマラ国フティアプ県農牧業農村総合開発計画調査団長

ブータン国ウォンデイフォドラン県地下水開発実施調査団長

インドネシア国アンブレラ協力計画策定調査団長

インド国タミルナド州溜め池改修計画調査団長

インド､パキスタン､ブータン､アルメニア､アゼルバイジャン､グルジ

ア､ウクライナ､モルドバ､バングラデシュに事前調査団長として参加

資･1



3)面談者リスト

List of Persons Met During the ProjectFinding Survey

① Guinea

Jal)aneSe O庁icjf)l

Mr. Tomoyuki Ono

Mr. Katsuhei Tsumori

Guinea Official

Mr. Jean Paul Sarr

Mr. Marcel Ouamouno

Mr. Kaba

: Second Secretary, Embassy
of Japan

: JICAexpert

: Minister, Ministry ofAgriculture and Livestock

: Deputy Director ofAgriculture

: Deputy Director
ofCoop6ration

Mme Oumou Salemata Barry : CbiefofSection
ofRural Land Arrangement

Development Plan偲ural Englneering National

Direction

Mr. Matbieu Conde

Dr. S6kou Ahmed Diarra

Dr. Abdoulaye Diallo

: Director ofFarm Mechanization Testing and

Training Center/Sonfoniah "CEPERMAG"

: Cbiefoflrrlgated Culture Section

: Rural Engineering National Direction

Dr. Naby Moussa Tawel Camara

: Chief of Machinery and Intensification Division

Mr. Youssouf Saran Donzo

Mr. Aly Keita

Mr. Mamadou Bah

Mr. Imouranah Toure

: President
of No Governmental Organization

"Gllinean Corps fわrPeace and Development〃

: General Secretary
of
No Governmental

Organization "Guinean Corps for Peace and

Development"

: Responsible ofAgricultural Vulgarization in

Yattaya/SNPRV

: Responsible
ofAgricultural Vulgarization in

Lambanyi/SNPRV

Mr･ Birahimi Santigui Toure : Responsible ofAgricultural Vulgarization in

Cobayab/SNPRV
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Mr. Badara Loum

Mr. Yaya B. Sarr

Mr. Sidi M. JaIコu

③ senegal

Jal)aneSe OfGcial

Mr. Atsusbi Suzuki

Mr. Kazuhisa Shimazaki

Japan International Agency

Mr. Tsuneo Kurokawa

Ms. Mayumi Amano

Mr. Mitsutaka Uchishima

Japanese Company

Mr. Tetsuya Sbinobara

Mr. Yosuke Kamada

Mr. Cheikh Kante

: Deputy Permanent Secretary, Department
of

State f♭rAgriculture

: Director, Department
ofAgrlCultural Services

: Project Manager Senegal

: Second Secretary, Embassy of Japan

: Second Secretary, Embassy of
Japan

: Resident Representative, JICA Senegal Office

: Deputy Resident Representation, JICA Senegal

Office

: Member, JICA Senegal Office

: Manager, Senegal Office, Mitsubishi Corporation

: Assistant Manager, Mitsubisbi Corporation

:Assistant Manager, Mitsubishi Corporation
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4)収集リスト(引用参考文献を含む)

ギニア共和国関連

Lettre de Politique de Development Agricole

Vol. 1 and Vol. 2

ギニア国概要

ギニア共和国及びシェア･レオーネ共和国

農相社会基盤開発基礎調査報告書

ギニア人民革命共和国

カンカン地区農業開発計画実施調査報告書

ガンビア共和国関連

Medium-Term Agricultural and Natural

Resources Sector Policy Objectives and
Strategies, 1998･2002

1998/99 National Agricultural Sample Survey

ガンビア共和国概要

共 通

L'Atlas du Continent Africain

餐-6

Ministry ofAgriculture, Irrigation &

Forestry, September. 1997

在ギニア日本国大使館 平成11年8月

国際協力事業団 昭和62年6月

国際協力事業団 昭和55年1月

Deportment of State
for Agriculture,

Banjul, January 1998

Statistical Yearbook of Gambian

Agriculture April, 1999

在セネガル共和国 日本大使館

JA GUAR



Mr. Mamadouba Soumab

Mme Fatoumata Kani Bah

Mr. Ousmane Fofana

Mr. Abdoulaye Banou Sow

Mr. Michel Haba

Mr･ Amadou Oury Diallo

Mr. Mamadi Conde

Moustapba Camara

Mr. Moussa Camara

: Responsible ofAgricultural Vulgarisation in

Sonfbniab/SNPRV

: Agricultural Vulgarisation Supervisor of

Son丘)niah Zone

: Deputy Director ofFarm Machinery Testing
and

Training Center/CEPERMAG/Sonfoniah

: ChiefofFarm Machinery Studies and Testing/

C E PERMAG/Sonfoniah

: Chief of Appropriate Techology Section/

CEPE RMAG/Sonfbniab

: CbiefofMaintenance and Farms Section/

CEPERMAG/Sonfoniah

: Director
of Environment and Rural Development

of Boffa Prefecture

: Sub-Prefect
ofMankountan District,

: President
ofRural Development Commetee

of

Mankounta District

Mr･ Ismael Brade Bangoura : ChiefofMankountan Rural Development Service

Mr. Abdoulaye Soumah

Mr. Omar

Mr. S6kou Sylla

② Gambia

Gambian Ofncial

Mrs. Fatou Jaye Jallow

: President ofYattayab- rice production

coop erative

: Vice General Director
ofSobergui (Malaysia

Comp any)

: Deputy Director ofSobergui (Malaysia Compally)

Permanent Secretary, Department. of State for

Forelgn Affairs

Mr･ Baboucarr Sompo-Ceesay: Permanent Secretary, Department of State fb∫

Agriculture

Mr･ Mamadi B･ Ceesay Deputy Permanent Secretary, Department of

State for Ag･riculture
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ProjectTitle: The Feasibility Study on Modemization of lrrigation and Water Management

System fわrSofbnea Area and Mankountan Area in Guinea,

Requestlng Agency: Ministry ofAgriculture, and Livestock, Govemment of Guinea

Proposed Source of Assistance: Govemment of Japan

Desirable Time of Commencement: As soon as possible

I ･ Background

1.1 Gemeral

Agricultural is the major COntributor to Guinea's economy, and it contributes 35 % of

the GNP, and employs 80 % orthe working population･ With a growth rate of5･2 %

per annum in Agriculture Sector (1998), there is a growing need to increase the

agrlCultural production especially inrural areas･

Over the last four decades, agrlCulture has made important strides in the country･ It

has been able to meet the growlng demand or the increaslng population fわr their

essential need･ The production of rice is 0.63 million tonnes in 1995. However

with the increase of population, the Importation office is 0.29 million tonnes in 1995.

Availability of adequate, timely and assured irrlgation is critical determinant of

agrlCultural productivlty･

Guinea covers an area of 245,857 sq･ km, with a population of about 7.6 million

(1997). The State's economy depends on agriculture for about 35 % of production,

60 % orexports and 80 % ofemployment･ The state has extreme topographical and

climatologlCal features･ Study Area in the westem coastal belt receive the highest

rainfall over 4,000 mm･ The land slopes gently towards the west and the rainfall

lnCreaSe.

Over the years, the canals have lost its reglme Section, siltation have taken place and

there is a good lot of weeds growth in the canal･ Lack of drainage facilities, and

flood control facilities are much problems･
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Tbe renovation and modemization of i汀1gation and drainage and their channels is

very much necessary to improve the canal system and to conseⅣe water to improve

the efrlCiency of water management which results in improvement in yield of

agrlCultural production.

1･2 PrincIPal Challenges

Desplte Of an important agrlCultural potential and the positive evolutions of the last

years, Guinee is still an import country of staple丘)ods. That is why the issue of

fTood securlty fわr the populations in Guinee is made as the first challenge and, at the

same time, the first object
in the agncultural policy of the Government.

The challenge offbod securlty ln the Republic of Guinee stays with the reduction and

the gradual elimination of rice importation･ For a rice-consumpt10n Stablized around

88 kg/inhabitant/year, only with an annual increase or6
- 7 % o per year, the stop of

rice importation would be made in 2010･ This challenge consists also of the

improvement of the whole including fTood crops, animal products, marine products in

order to contribute to improve the situation or fわod and nutrition or the country.

For the exportations, certain object,of LDPA 1991 were not achieved. The

perfbrmances made fTor 10 years in the domain of exportation were fTound infTerior to

the designed object,
ln order to improve these facts, it is necessary to make the

opportunities openlng tO world markets should be developped.

l･3 PrincIPal Constraints in the Development of Sub-sector of Agriculture

The constrains are fわund numerous and different, being made in 3 categories (pysical,

human and financing categories).

Physical constraints

- Weakness inrural infrastructures (irrigationand drainage works, mood control

works mral roads and wells)

- Deep degradation ofnatural resources (soil,water and fわrests)

- Weak intensification of agricultural exploitations due to the small scale of these

exploitations and the insufrlCient utilization of modernagricultural inputs (farm

machinery, improved/selected seeds, fertilizers,.pesticides)
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- Absence of coordination politics to support the prlVate Sector Of modem

agrlCu-1ture

Human constraints

- Absence of policy for management of human resources (training,recruitment,

description of works, sanction, promotion)

-
Insufficiency of services and absence offunctionnlng means

- Weak participation of beneficiary populations in identification, in implementation

and in valorization or development activities

Financial constraints

- Insu伍cient budget fわr operational expenses in comparlng tO the budget of

investments

I Budgetary allocation could not sufficiently prlViledge the basic initiatives, the poor

populations and the unfavorable zones.

- Difficulties to access to credit, high cost of credit and insufficient coverage

(geographical and loan types)for basic population needs

l･4 The Sub-sector of Agriculture: the prlnCIPal constraints are as fbllows･

(1) In technical and cropping plan:the reconstitution of soil fertility by non-

cropplng period which could not exceed 2-3 times of cropplng but inqulreS the

cropplng Intensification, the weakness of rural infrastructures, the too small

farm size fわr agrlCultural exploitation: 2･17 ha in average, the persistence of

inapproprlate techniques or production.

(2) 1Ⅲ imstitutiomal plan: the absence ordynamic policy fわrmanageme山orhuman

resources, the inferior system of services, the insufficient allocation of financial

reSOurCeS,

(3) In financial plan･･ the difficulty in money saving mobilization, the inadaptation

of credit system by middlemen, the difficulty to access to credit, the high

interests,
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(4) In structural plan: the absence of a dynamic private sector, an insufficient

development of professional organizations and supportlng Structures, a Weak

particIPation of beneficiaries to development activities, a lack of organization

for distribution and marketing networks･

The sub-sector of husbandry･･ the prlnCIPal constraints in the subsector of husbandry

which are fわund in the upper part as well as the lower part oftbe production line are

asfbllows:

(I) The insufficient studies on the zootechnical parameters, the production and

exploitation of animal herds

(2) The insufrlCient coordination in works fわrresearch and for diffusion of results

(3) The low productivity oflocal varieties and races

(4) The insufficient feeds fわranimals in certain zones

Obj ectives

Based on the above background, the ma)or objectivesof the Study are defined as

fわllows:

(1) To conduct a Master Plan Study in Sofbnea Area and Mankountan Area to

identifythemajor Problems and the respective projects Which can tackle and

mltlgate these problems fbr也e sustainable integrated agrlCultural and rural

development (Phase I Study).

(2) To divide and prioritize the prqjectsaccording to the necessity of the prqject
fわr

the development of the area and select the pilot project(s)which have higher

priority and feasibility to be implemented (Phase I Study).

(3) To analyze the fbasibility of the selected pilot projectsidentified through the

Master Plan (Phase II Study).

(4) To prepare the implementation programs for these pilot project(s)(Phase II

Study).
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(5) To make technology transfer to the counterpart personnel and to the farmer

leaders or the Study Area through out the course of the Study･

Proposed Study Area

The Study Area shall cover Sofonea area of 2,000 ha in Conakry and Mankountan

area of9,000 ha in Boffh.

Scope of the Study

The Study shall comprlSe Oftwo phases; i･e･,Phase l and Phase II.

4･l Phase-IStudy

ln the Phase-I study, an extensive study will be carried out in the Study Area to

formulate a basic development plan of the reglOn･ The phase I study will include

collection of existlng data and reports, field survey and formulation of development

plan･ The scope oftbe Phase-I Study is discussed in detail as shown below:

The Phase-I Study fわr the proposed Study Area will be conducted to study the

existlng COnditions of the Study Area and to identifysuitablecountermeasures and the

pro)ects which can eliminate or lessen the major constraints which restrict the

development of the Study Area･ The sustainable integrated agrlCultural

development
projectswill be formulated and the pilot project(s)such

as development

of new reservoirs and irrlgation systems will be selected for the next stage of the

Feasibility Study･ For this p叩OSe, the fbllowlng works shall be ca汀ied out in

association and cooperation withthe related government organizations･

(1) Collection and review of existing data and reports.

All the existlng technical data and infbmation in the Study area such as

previous project reports, design of existing irrlgation systems, on-golng

programs, topographic maps etc. shall be collected and reviewed in detail.

(2) An extensive inventory suⅣey shall be carried out in all the areas tbrougb out

the Study Area of to collect and review the data and information and to analyze

the existlng COnditions on the fbllowlng ma)Or items:
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l) Irrlgation and its related facilities

l･ Existing COnditions of regulators, and major Structures

2･ Conditions oflrrigation canals and canal linlng

3･ Existlng COnditions ofculverts, bridges and aqueducts

4･ Water management and water users association

2) Basic data and infbmation

Apart from the above data the fTollowlng infわrmation shall be collected on

the fTollowlng aspects Ofthe Study Area

l･ Natural conditions including topography, geology, meteorology,

hydrology, water quality etc･

2･ Social con°-itions including population, social organizations,

education, land tenure, employment, socio-economy etc･

3･ Agronomic conditions including soil, land use, soil erosion, soil

salinlty, farm1ng Practices and cultivation techniques, crops and

yields, extension, animal husbandry, livestock protection etc･

4･ Conditions of agrlCulture infrastructure facilities including lrrlgation

and drainage, mood control, farm roads, agrlCultural processlng,

marketing facilities etc.

5･ Conditions of social infrastructure facilities including transportation,

domestic water supply,rural electrification, sanitation, social welfare

etc.

6･ Agroeconomic conditions including production cost, farmer's

organizations, cost-benefit, socio-economy etc･

7･ Environmental aspects

(3) Review of existing development plans in the Study Area

(4) Analysis of the major constraints which restrict the development of the area

(5) Identification of suitable countermeasures and the projectsto eliminate or lessen

these constraints

(6) Classification of areas according to the similarity of constraints fわrdevelopment
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(7) Fomulation or sustainable integrated agricultural and mral development

programs based on the above data and information･ The development

programs will be fb-ulated considering the fbllowlng aspects:

1) Fomulation of Basic Development Plan fわr Sonfbnea area and

Mankounton Area

2) Identification of Area-wise priority projects which
include various

components of the counte-easures which can solve or mltlgate the

constraints or development as mentioned below:

l･ Agricultural development and improvement including farmlng

techniques, agrlCultural extension, agrlCultural processlng, marketing,

and farm1ng Organizations

21 Restructurlng and development of agrlCultural in丘astructure facilities

with respect to water resources, on-farm irrlgation system, drainage

system,flood control and land reclamation etc.

3･ Development of social infrastructure facilities such asrural roads,

domestic water supply, sanitation,rural electrification etc.

4･ Other necessary components of the pro)ects pertainlng tO each

selected area

(8) These projectsshall be prioritized according to their necessity and importance

and selection of pilot project(s)for the Phase (II)Study shall be made.

(9) Based on the necessity of the pilot project(s),
detailed topographical and landuse

suⅣeys shall be carried out in the selected areas and the maps shall be prepared･

4･2 PhaseITStudy

Technical and economical feasibility of the selected pilot project(s)shall be carried

out coverlng the fbllowlng aspects:

(1) 111tenSive surveys in the priority areas and collection or data and infbmation

necessary fわrthe fTeasibility study
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1) Detailed hydrological, and soil investigations in the sites of new reseⅣoir

2) Topographical survey in the proposed reseⅣoir area

3) Agronomical and landuse suⅣey

4) Meteorological and water quality survey

5) Survey of irrigation, drainage systems mood control systems and on-farm

irrlgation and drainage facilities

6) LivestocksuⅣey

7) SuⅣey ofagricultural processing, and agroJndustry

8) SuⅣey of rural in且.astmcture including domestic water supply, sanitation,

rural electrification etc.

9) Marketing and social in丘astructure survey

(2) Analysis of data and infTormation and fTormulation of a detailed concrete

development plan for each pro)ect selected in this Study

(3) Study offlow in the streams and reservoirs to meet the demand of irrigation

water requlrement and water supply in the area

(4) Study of watershed conditions, rainfall,run off, rainfall and flood periods

together with damages caused, if any･

(5) To undertake feasibility level engineering design and quantity calculations fわr

the various facilities of the project Such as reservolr, irrlgation and drainage

systems, access roads etc.

(6) To study the institutional and sociological conditions of the prqjectareas such

as the hrmers organizations, credit etc･ and to suggest approprlate measures tO

strengthen them when necessary･

(7) To prepare the cost-estimate for the selected project(s)as well the cost of

operation and maintenance of the project

(8) To carry out the economic and financial analysis of the project(s)

(9) To evaluate the social and environmental impacts orthe prqject(s)

(I0) To prepare an optimum implementation program fわreach of these prqject(s)
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(ll) To establish a guideline fわr the water users association and irrigation

department regarding the operation, maintenance of the irrlgation system and

the effective water management practices･

4･3 StudySchedule

The Study shall be ca汀ied into two phases; i･e. Phase l and Phase II. A tentative

Study Schedule is shown in Fig 1-2･

4･4 Reports

The丘'1lowlng reports Will be made by the Study Team and submitted to the

Govemment of Guinea.

1) InceptlOnReport

Twenty (20)copies at the commencement of the Study

2) Progress Report(I)

Twenty (20)copies a the end of the Field Work in India

3) InterimReport

Twenty (20) copies at the end of the Master Plan Study and the commencement

of Feasibility Study

4) Progress Report (ⅠⅠ)

Twenty (20)copies at the end of the Field Work orthe Phase II Study in lndia

5) DraftFinalReport

Twenty (20)copies at the end of the Home Office Work of the Phase II Study in

Japan

6) FinalReport

Fifty (50) copies within 2 months after the receipt of comments from the

counterparts on the Draft Final Report
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51 Estimated Project Requirements

5･1 JapaneseContribution

The Govemment of Japan is kindly requested fわr the technical cooperation through

Japan International Cooperation Agency (JICA) including dispatching the Study

Team, supplylng the equipment and other fTacilities mentioned below fわr the Study

and perfbrmlng transfer of knowledge to the counterpart personnel of the Study･

5･1･1 Expertise for the Study

The expatriate experts required for the Study will be as fわllows:

- TeaIⅥ Leader

- Ⅰ血gation and Drainage Engineer

- Civil Engineers (Dam Engineer)

- Meteorology and Hydrology Expert

- Soil and LandUse Expert

- GeologlSt

- Agronomist

- Livestock Specialist

- Design and Cost Estimate Expert

- PrqjectEconomy and PrqjectEvaluation Expert

- SuⅣeyor

-
Environmental Experts

Total: 12 experts

5･1･2 Equipment and Other RequlrementS

Three personal computers and programs fTorhydrologlCal calculations

Local transport fわrthe Study Team - 3 Mini vans

Xerox machine fわrthe Study pu叩OSe

Water Quality Checker for insitu measurement of the water quality

The above facilities shall be handed over to the Irrigation Department of Government

ofKarnataka after the completion of the Study･ It is requested that the Study Team
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shall being all the necessary equlpme叫materials, and other consumable items

required fわrthe Study.

5･1･3 Counterparts Training in Japan

Counterparts trainlng Shall be carried in Japan fわr 1 month period about the Advanced

lrrlgation, Drainage and Water Management Techniques in Japan･

5.2 Contribution from the Government of Guinea

ln order to facilitate smooth implementation of the Study, the Govemment of India

shall take the柾)llowlng measures:

(1) The following facilities and arrangements shall be provided to the Study Team

in cooperation with the relevant organizations :

- Data and infbmation f♭rthe Study

- Office
room(s) and materials

- I,D･ Cards丘)r the members of the Study

(2) To assign full time counterpart personnel to the Study Team during their stay in

lndia to play thefollowlng roles as the coordinator of the Study･

- To make appolntmentS, and set up meetlngS With the authorities,

departments, and firms wherever the Study Team intend to visit.

- To attend the site survey with the Study Team and make arrangements for

the accommodation, gettlng pemissions etc.

-
To assist the Study Team fわrthe collection ordata and infbmation

(3) To make arrangements to allow the Study Team to bring all the necessary data

and infbmation, maps and materials related to the Study･
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Table 1-1 Food Situation in 1995
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ProjectTitle: The Master Plan Study on the Integrated Agricultural and Rural Development

in The Republic of Gambia･

Requestlng Agency: Department of State for Agriculture

Proposed Source of Assistance: Government of Japan

Desirable Time of Commencement: As soon as possible

Background

Gambia is a small country on the West Coast of A丘･ica. It is bordered on all sides

by the Republic of Senegal with the exceptlOn Of the Atlantic coastline to the western

end of the country･ It covers a total land area of approximately ll,000 square

kilometers, extending inland for about 400 kilometers along the banks of the River

Gambia at widths varylng血･om 24 to 28 kilometers･ With a population of l･18

million (1995 Census) growing at an annual rate of4.1 percent, Gambia is one orthe

most densely populated countries in Africa.

Gambia is predominantly an agrarian eco□omy･ The agrlCulture and natural

resources sector provides employment fわr about 75 % of the labour fわrce; generates

about 40 % of total export earnlngS; and an estimated two-thirds of total household

income･ These attributes make the sector a prime area for investments, if the

nation'L"OCio-economic development policy objectivesof poverty alleviation and

household fわod securlty are tO be realized.

The sector is characterized by subsistence rain fed crop production, traditional

livestock rearing, Semi-commercial groundnut and horticultural production and a

large artisanal fisheries subsector･ The population pressure on agrlCultural land is

high･ Agro-industrial activlty is mainly limited to groundnut milling, cereal

processlng, dairy production, smalトscale saw milling'and cotton glnnlng･

Overall agricultural production and productivlty are low･ The system is

characterized by high risk, low investment in small production units culminatlng ln

low lnput use and thus glVlng rise to low production and marketed output and

livestock production systems are predominantly traditional, although a growlng

number of modern livestock are now in operation･
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The major enterPrlSeS are field crops comprlSlng Of groundnuts, cotton, coarse grains

(maize, millet and sorghum), rice and sesame; horticultural crops; livestock mainly

poultry, cattle and small ruminants. The water resources development is strongly

interlinked with these enterprises.

2. Present Conditions of Agriculture and Constraints for Development

2- 1 Get一eral

Domestic grain production meets about 50 % of the national food grain requirement.

The deficit is met through commercial imports and food aid. The shortfall in

production confirms that a ready market exist for any slgnificant increase in

production whereas the potentials for integratlng Crop and livestock production

provide not only a long-term market for any surplus production but the basis for

intensified- livestock production.

Crops

Out of a total arable land area of 550,000 ha., some 180,000 ha. are cropped annually,

by about 626,000 men and women farmers. Almost 45 % of the cultivated area is

allocated to groundnut production in mainly upland fields under rainfbd conditions.

An average of 80,000 ha. of upland are also allocated to coarse grains. The main

staple crop, rice occupleS an average Of 20,000 ha. of lowland farms under rain fed

and improved technologleS.

Cotton, which is purely a cash crop occupies 3,000 ha. on average. Other crops such

as cassava, potato and horticulture occupy about 1,500 to 2,000 ha. in small garden

and commercial schemes. The number of large-scale commercial farms has

dwind-led dramatically.

The perfわrmance of the sector has been mixed with production and productivlty

improvlng ln Certain areas and sub-sectors whilst declinlng ln Others. Since the

inceptlOn Of the stabilization policies and structural reforms in 1986, a number of

changes have taken place in the sector, including: (i)the emergence of competitive

and vibrant private ente叩rises in the livestock, and horticulture; (ii)changes in the
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crop mix; and (iii)decline in fertilizer consumption and a general rise in the cost of

production due to the removal of subsidies.

Remarkable changes have occurred in the丘eld crop stlb-sector over the last two

decadesI Coarse grain production increased from 39,000 in 1975 to an all time high

of 93,000 tonnes in 1986 and has since then being averaglng at about 80,000 tonnes

per annum. Paddy rice production on the other hand declined fh)m 26,000 tonnes in

1974 to an annual average of about 20,000 in the 1990's･ Groundnut production

declined from 145,000 tonnes in 1974 to 120,000 tonnes in 1987 with afurther

decline to its lowest of55,000 tonnes in 1992･ The decline in groundnut production

has been prlnCIPally attributed to the declinlng rainfall amounts and poor distribution,

pest problems, declinlng Seed quality, low application of fTertilizers and other farm

Inputs, InjudiciousprlClng POlicies and
low marketing marglnS Which proved to be

serious disincentives to producers.

Other important structural changes include the broadenlng Of the adoptlOn Or animal

traction, the diversification into horticulture, cotton and sesame production, and short-

cycle varieties or rice, groundnut and millet･ Horticultural production has witlleSSed

much improvement･ Although some of these increases came from the small-scale

communlty Village vegetable garden schemes which produce mainly fわr the local

market, much of it is attributed to the commercial growers taking advantage or the

export market potentials especially offresh tropical fhlits and vegetables to the winter

market niche in Westem Europe.

Livestock

Livestock production is nationwide and undertaken by almost all rural households.

Production (breeding and rearing of all species) takes place under various systems.

The traditional system of production predominates fTollowed by some improved

practices under pro)ect interventions and a fTew modem farms on commercial basis.

Cattle (about 300,000 heads) is the most valuable asset in the livestock subsector.

However, its economic functions are outweighed by its social attributes as a status

symbol･ lncreaslng number of oxen of the Ndama breed are being used for

cultivation･ This breed is also traded in the sub-reglOn, glVen its Trypanotolerance

ability.
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Ⅵ｢ater Resources

Major sources of water include surface and ground water. Ground water is by far

the major SOurCe Of domestic water supply ln the country･ Recently, concern has

been expressed over the vulnerability of the ground water resource due to over-

exploitation and pollution especially from saline intrusion and the high population

denslty and concentration of industrial activlty in the Greater Ba□jularea.

2-2 Prospects and Opportunities

Prospects exist for both public and prlVate investment in improving Production and

productivlty, food securlty and increasing Value-added for export trade through

optlmum use Of the comparative advantages in the various sub-sectors and products･

Fie]d Crops

ln the field crops sub-sector prospect for expansion of cultivated area and

improvement in productivlty and value-added potential exist in coarse grain and rice

processing (hand･1ingand packaging), sesame and groundnut milling, cotton ginning,

groundnut briquette manufacturing and poultry feed production from maize, sorghum

andmillet.

ⅠIorticulture

Horticulture is favoured by the endowment of substantial underground water reserves,

relatively productive agrlCultural lands, low labour cost, and proximlty tO Western

European markets･ Untapped potentials exist in the fruit JulCe Production and

cannlng, Pickles, 1andscaplng, export Offlower and exotic vegetables and fruits for

the winter market in Europe, solar drying of produce and a host of small-scale

processlng activities.

Livestock

The livestock sub-sector has great potential to increase value-added through the

productio?of various livestock products (meat cuts, leather, tanned hides and skins,

sausages, etc･), milk by-products (cheese, cream, ghee, etc.)
as well as the

manufacture of vaccines and other pharmaceutical products to take advantage of
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Gambia's strateglC location in the sub-region. Export of trypanotolerant breed

(N'dama cattle)also offers great prospects.

213 Constraints and Strategies

Desplte its prlmary role in the economy, agrlCulture's share in total employment and

most importantly Its COntribution to exports have been on the decline. This is due to

adverse climatic conditions, declinlng lnternational prlmary COmmOdity prlCeS and,

inadequate domestic policy and institutional support services to the sector_ The

medium-ten challenges fわr the sector remain to be rural poverty reduction and

improved household fわod securlty through increased production and productivlty･

The agrlCulture and natural resources sector production promotion policies and

programmeswi11 continue to emphasize the provision of an enabling environment for

greater prlVate Sector Participation, diversification of the production base, increaslng

domestic
savlngS, Stemmlngrural-urban mlgration, sustainlng a healthy environment

and containlng natural resource degradation as well as the mainstreamlng Or women

in the development process･ Key sector-wide constraints that will militate agalnSt

the realization of these sector policy objectives
in the medium-term include:

i) limited credit access and facilities;

ii) inadequate water supply and availability of other essential inputs (seeds, agroI

chemicals)I
Opportunities for producers to invest in production enterprises are

low, faced with low productivlty and crop yields;

iii) paucity orskilled man power;

iv) inadequate infrastructure (transport, market, equipment, irrigation and

processing facilities);

v) use of low output, labour consuming land preparation and production systems;

vi) unsatisfactory
land tenure system making productive land inaccessible to

potential additional users;
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vii) the inherently low fertility/productivity of the land compounded by rapid

development of acid sulphate soils, bush fires and salt water intrusion in

SWampS;

viii) over-dependency on rain fed agriculture and the increasing unreliability of

rainfall amounts and distribution; and,

ix) the unprecedent high demographic growth rate of4.1 % per annum which has a

negative impact on natural resources leading to deforestation, short fallow

periods and reduclng rangeland sizes･

The Govemment
will ad-dress these sector-wide constraints through a strategy of

public and prlVate Sector PartnerShip･ The prlVate Sector is expected to assume a

lead role in the provision of enterprlSe investment resources and entrepreneurial

management to be facilitated by public sector catalytic roles･ Consistent with the

public sector catalytic roles the Government will employ the following investment

strategy elements illthe sector:

i) ensuring a copious now of appropriate technology and the dissemination and

adopt10n Of the same, through strengthened research and extension capacities;

ii) creating the necessary conducive environment through provision of appropriate

incentive reglme, social and economic infrastructure and a legal fTramework that

affbrds sufficient protection to prlVate OWnerShip;

iii) facilitating the development of appropriaterural financial systems that address

the requlrementS Of all categories or micro-entrepreneurs;

iv) developing thelmman resource base with a focus on creating the critical mass of

skills, technicians and profTessionals; and,

v)
initiating and adopting appropriate institutional reforms that enhance broad-

based particlpation in the development process such as land refb-s and equal

access to resources.
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4. Objectives

Based on the above background, the ma)or objectivesof the Study are defined as

fわllows:

(1) To conduct a Master Plan Study in Gambia to identify the major problems and

the respective projects which can tackle and mltlgate these problems for the

sustainable integrated agricultural development (Phase I Study)

(2) To divide and prioritize the projectsaccording to the necessity of the projectfor

the development of the area and select the pilot pr(｣ect(s)which
have higher

priority and feasibility to be implemented (Phase I Study)

(3) To analyze the feasibility of the selected pilot projects
identified through the

Master Plan (Phase II Study)

(4) To make technology transfer to the counterpart personnel and to the farmer

leaders of the Study Area through out the course of the Study

Proposed Study Area

The Study area shall cover Gambia with an area of approx･ 10,000sq･km･ The

Study Area is shown in Fig･ 1･

Scope of Study

The study shall comprlSe Of two phases; i･e･,Phase I and Phase II.

6･1 MasterPlan Study (PhaseI Study)

The Master Plan Study for the proposed Study Area will be conducted to study the

existlng COnditions and to identify suitable countermeasures and the prq】ects which

can eliminate or lessen the major COnStraints which restrict the agricultural

development･ The sustainable integrated agrlCultural development prq】ects will be

formulated and the pilot projects Will be selected for the next stage of the Feasibility

Study･ For this purpose, the following works shall be carried out in associationwith

the related agencies.
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3. Required Technical and Financial CooI)eration

Gambia has embarked on a historic and difrlCult economic tansfTormation and

agrlCultural refbrm･ Japanese technical and financial cooperation can ensure that

this reform pro/cess is successful and contribute for increased agrlCultural production

in Gambia･ In particular, cooperation is urgently needed for the integrated

agricultural development in the Gambia fわrthefo1lowlng aCtions･

(I) Formulation of a master plan for increasing the agricultural production in the

Gambia

(2) Construction and rehabilitation of irrigation & drainage facilities,flood control

facilities, soil conservation, rationalization of irrlgation & drainage networks,

fTormation
of Water Users Association.

1) Repair of deteriorated canal net works

2) Improvement or O&M or irrigation and drainage system through

establishment or WUA

3) Replacement of pipes, tubewell pumps and gate etc

(3) Preparation ofsuitable land use plan based on the land suitability

(4) Establishment of effective agricultural input supply and product marketing

SyStem

(5) Modemization of agricultural supporting services such as seed industry,

agrlCultural processlng and machinery maintenance･

(6) Design of efficient agricultural finance system benefiting private farmers.

(7) Promotion ofenvironmental friendly agriculture methods

(8) Establishment agricultural statistical seⅣices and modemization of agricultural

education, research alld extension services.

(9) Training ofprofessionalsinagricultural research, extension and administration.
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(1) An extensive inventory survey shall be carried out throughout Gambia to
collect

and review the data and information and to analyze the existlng conditions on

the followlng major items:

1) Irrigation, Drainage, Flood Control, Soil Conservation and their related

facilities

(i) Existing condition of the irrigation canals, canal lining and drainage

network

(ii) Existing condition offlood control facilities

(iii)Water management and water users association

2) Basic dataand information

Apart from the above data the followlng information shall be collected on

the fbllowlng aspects Of the Study Area･

(i) Natural conditions including topography, geology, meteorology,

hydrology, water quality etc･

(ii) Social conditions including population, social organizations,

education, land tenure, employment, socio-economy etc･

(iii)Agronomic conditions including soil, land use, soil erosion, soil

salinlty, farming Practices and cultivation techniques, crops and

yields, extension, animal husbandry, 一ivestock protection etc.

(iv) Conditions of agriculture infrastructure facilities including irrigation

and drainage, mood control farm roads, agrlCultural processing

marketing facilities etc.

(v) Conditions of social infrastructure facilities including transportation,

domestic water supply, rural electrification, sanitation, social welfare

etc.
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(vi) Agroeconomic conditions including production cost, farmer's

organizations, cost-benefit, socio-economy etc.

(vii)Environmental Aspects

(2) Review of existing development plans in the Study Area

(3) Analysis of the major constraints which restrict the development of the area

(4) Identification of suitable countermeasures and the projectsto eliminate
or lessen

these constraints

(5) Classification of areas according to the similarity of constraints for development

(6) Formulation of sustainable integrated agricultural development programs based

on the above data and infbmation. The development programs will be

formulated considering the fbllowlng aspects:

1) Formulation of Basic Agricultural Development Plan including the land

use plan fわrthe Gambia

2) Identification of area-wise prlOrlty Projects Which include various

componelltS Or the countemeasures which can solve. or mlgrate the

constraints of development as mentioned below:

(i) Agricultural development and improvement including farming

techniques, agrlCultural extension, agricultural processlng, marketing

and farmlng Organizations

(ii)Restructuring and development of agricultural infrastructure facilities

with respect to water resources, on farm irrlgation system, drainage

etc.

(iii)Development of social infrastructure facilities such asrural roads,

domestic water supply, sanitation, mral electr捕cation etc.

(iv) Other necessary components of the projects pertaining
to each

selected area
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(7) These prワjectsshall
be prioritized according to their necessity and importance

and selection of pilot project(s)fTorthe Phase (II)Study shall be made.

(8) Based on the necessity of the pilot project(s),detailed topographical and landuse

suⅣeys shall be ca汀ied out in the selected areas and the maps shall be prepared.

6･2 Feasibility Study (Phase II Study)

Technical and economical fTeasibility of the selected pilot project(s)shall
be carried

out coverlng the fTollowlng aspects:

(1) Intensive suⅣeys in the priority areas and collection of data and infbmation

necessary fTorthe feasibility study

l) Meteorological, hydrological and water quality suⅣey

2) Soil, agronomical and. land use survey

3) Survey of irrigation and drainage systems and on-farm irrigation and

drainage facilities

4) Livestock suⅣey

5) SuⅣey of agricultural processing, and agro-industry

6) Survey of rural infねstructure including domestic water supply, sanitation,

mral electrification etc.

7) Marketing and social infrastructure survey

(2) When experimental facilities are required for collecting the necessary data and

infbmation fわr these prq】ects, construction and monitorlng Of the experimental

fhcilities shall be carried out. The experimental facilities shall cover the

fTollowlng aspects :

*
Experimental facilities to explore and analyze the possibility ofuslng farm &

animal wastes and local energy for the rural development. The local energy

shall be used f♭r integrated agrlCultural development activities including

water pumping, post harvest, agrlCultural processlng,rural electrification etc.

(3) Analysis or data and infbmatioll and fbmulation of a detailed concrete

development plan fわreach prq】ect selected in this Study
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(4) To undertake a preliminary engineering design for the various facilities of the

proJeCt

(5) To prepare the cost-estimate fわrthe selected project(s)

(6) To carry out the economic and
_financial

analysis of the project(s)

(7) To evaluate the social and environmental impacts of the prqject(s)

(8) To prepare an optimum implementation program fわreach of these project(s)

(9) To establish a guideline fわr the water users association and irrigation

department regarding the operation, maintenance of the irrlgation system and

the effective water management practices

(10) To propose planning mechanisms fわr developming a strategic plan fTor the

agrlCulture research system and the prlOrlty directions of the agrarian science

and the respective research programs according to those directions

(ll) To propose cooperation linkages with farmers, farmers associations and

researcb institutes

6.3 Study schedule

The study shall be carried into two phases; 1.e. Phase 1 and Phase II･ A tentative

Study Schedule is shown in Fig. 2.

6.3.1 Master Plan Study (Phase I Study)

The master plan study shall be carried out within a period of 8 months, I.e. field work

fTor5 months in Gambia and home office work fわr3 months in Japan from the date of

commencement.

6.3.2 Feasibility Study (Phase lI Study)

Followlng the master plan study, the feasibility study shall be carried out within a

period of 10 months, i.e. field work fわr6 months in India and home ofrlCe WOrk fTor 4

months in Japan.
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6.4 Reports

The fbllowlng reports Will be made by the Study Team and submitted to the

Govemment of India.

1) InceptionReport

Twenty (20) copies at the commencement of the study

2) Progress R_eport (Ⅰ)

Twenty (20)copies at the end of the field Work in Gambia

3) InterimReport

Twenty (20) copies at the end orthe Master Plan Study and the commencement

of Feasibility Study

4) Progress Report(II)

Twenty (20) copies at the end of the Phase II Study in Gambia

5) DraftFinalReport

Twenty (20)copies at the end of the Home Office Work of the Phase II Study in

Japan

6) FinalReport

Fifty (50) copies within 2 months after the receipt of comments from the

counterparts on the Draft Final Report

Estimated Project RequlrementS

7.1 Japanese Contriblltion

Tbe government of Japan is kindly requested fわr the technical cooperation through

Japan lntemational Cooperation Agency (JICA) including dispatching the Study

Team, supplying the equlPment and other facilities mentioned below fわr the Study

and performlng transfer ofknowledge to the counterpart personnel of the Study･
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7.I.1 Expertise for the Study

The expatriate experts required for the study will
be as follows:

-
TeamLeader

- Irrigation and dl.ainage Engineer

-
Meteorology and Hydrology Expert

-
Soil andLandUseExpert

- Agronomist

-
Livestock Specialist

-
Agricultural Processing/Marketing Expert

-
Rural Development Planner

- Design and Cost Estimate expert

- PrqjectEconomy and Cost Estimate expert

- Surveyor

-
Environmental Expert

Total : 12experts

7.1.2 Equipment and Other RequlrementS

Three personal computers and programs
for hydrologlCal calculations

Local transport for the Study Team -
3 Mini vans

Xerox machine fわrthe Study pu叩OSe

Water Quality Checker for insitu measurement of the water quality

The above facilities shall be handed over to the Ministry of Agriculture of

Government of the Republic of Gambia a鮎r the completion of the
Study･ It is

requested that the study Team shall
bring all the necessary equlpment, materials and

other consumable items required for the Study･

7.1.3 Counterparts Training in Japan

counterparts training shall be carried in Japan fわr 1
to 2 month(s) period about the

Advanced Crop and Water Management Techniques & Agricultural Research System

inJapan･
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7･2 Contribution from the government of Gambia

ln order to facilitate smooth implementation of the Study, the Government of the

Gambia shall take the fbllowlng measures:

(1) To secure the safTety of the study team

(2) To pe-it the members of the Study team to enter, leave and sqjoum
in the

Republic of Gambia in connection with their asslgnment therein, and exempt

them tTrom alien reglStration requlrementS and consular fees･

(3) To exempt the Study team from taxes, duties and any other charges on

equlpment, machinery and other materials brought into and out or the Gambia

fTorthe conduct of the Study,

(4) To exempt the Study team丘om income tax and charges of any kind imposed on

or in connection with any emoluments or allowances paid to the members of the

Study team fわr their seⅣices in connection with.the implementation of the

study.

(5) Thefo1lowing facilities and arrangements shall be provided to the Study Team

in cooperation with the relevant organizations:

- Data and infわrmation fTorthe Study

- Office
room(s) andmaterials

-
Ⅰ･DI Cards丘)rthemembers of the Study

(6) To assign full time counterpart personnel to the Study Team during their stay in

Gambia to play the fbllowlng roles as the coordinator of the Study･

- To make appointments, and set up meetlngS With the authorities,

departments, and firms wherever the Study Team intend to visit.

-
To attend the site survey with the Study Team and make arrangements fTorthe

accommodation, gettlng Permissions etc.

- To assist the Study Team fわrthe collection of data and infわrmation.

(7) To make arrangements to allow the Study Team to bring all the necessary data

and infわrmation, maps and materials related to the Study･
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Table 2-1 Medium-Term Policy Targets and Goals
Matrix

Progt●nnーme

人rei一S

GoilJsby.2005 Con5tr.1inーs ActioJtS

LandinUse Total 406,000 UlーSatisfacto1γklndtenuresystem; Prol℃OteWaterしlSe⊂S

Rainf-ed
･38(ラ,000 productivel乙l1､dhーaCCeSSible[opotentia1 assoClat10nS

Ⅰmga【ed Z7,000 addi[ionaJLISerS:dependenceonramfed

-PromoteprlVa【izedirr]gationWetland 3,000

800

practices;lo､vproductivityoFland,acid

Uplalーd sulphatesoiisan(lsaltwa[erintrusioⅠーin e)くtenS10n

(additional) SWamPS.

-SeJectivesittlngOrWetland

deyelopmentac(ivities.

LandreForTnStOmakeaccessibJe

unusedvirgmlands,investmentror
impTOVedinfrastructure-imgation

watercon【rol,waterlifting-

dissehーinationimprovedLand

preparatioJnme【hods.

Addi【ionalA⊂ea

Cu旧vated

(1Tーt)

Yie[dJha

expected

(mt)

Target

Total

Production

(tOOOmt)

CROPS

37 2.2 S9

Lovvtonon-e;(islcLnLCaPltalofproducersto ーmplementpo=ciestosupportand

_Rice
takeadvanLagel'lhberaJizedecononic promotecostrecoveryproduction

_MiⅠlet
64 1_4 90 opportunities.しlSビ【,Howoutput,一abour- 【echnoLogleS,designandestabJISh
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-SorghLull
l7 l.0 【7 Farmーng5):Stenl5二rainf'eddependency, Jinesorcredi(directedatsmaJl

_Groundnuts
2

106

I.2 ー26 unreliablesuppLICSa】ーdhighcostoressentia1 {armerstarget)ngactivitiesror

-Vegetables

(Expons)

7 17 inputs.,un｢e=ablerこti1ーt''111, accesstoa1ーduseofessent)allnPUtS

-irr唱ation,mechanization,animal
traction.

TaTEet%Off-take Targe【Mea【

Production

(.000/mt)

IJICreaSed

Production

of Animals

L工VESTOCK

l4.5- 9 72

Fraglleeco[og)′.しJ.itditionallowoutputtrans. Implementpoliciesandcarryout

-Cattle
husband｢yp｢ac[icesこi11adequatetonon- activitiestoincreaseofftake.e.g.

-sheep&Go益ts
40 l4.8 】55 exis【entillヽ′eS[mCn【CilPaCitiesof producers extensionorimprovedrange

-Pou一try
2.6 I,950 ofshortc)′cLe州inlalsi1ーaCCeSSibilityand managementmethodsat

-Pigs
i..ー El unafftordablec｢e⊂1il[hcili【ies. communltylevels'fhttemng
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l3 ー0,000mt scllemeS;fhTlherpromot10nOf

diaryando【heraElimaJproduct
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Table 212 Crop Production Series 1994/95 to 1998/99

CROPS 95/96 96/97 97/98 98/99 99/2000

Eat.lyM川et C 43.46 45.3】 64.53 57.88 65.55

H 42.36 42.63 59.78 53.52 63.04

Y I,026.00 1,161.00 909.00 I,039.00 】,】47.00

P 43.44
-49.50

54.37 55.60 72.32

LateMj】1et C 】3.61 】4.33 15.30 15.42 10.42

H 12.83 13.07 13.67 13.80 8.78

Y 824.00 918.00 857.00 658.00 950.00

P 10.58 ー】.99 】l.72 9.07 8.34

Sorg一ーuⅠ¶ C 14.88 13.59 14.65 14.24 18,50

H l3.99 l2.70 13.43 12.23 16.42

Y 849.00 1,080.00 962.00 809.00 1,107.00

P ll.87 l3.72 12.93 9.87 17.97

Maize C l2.70 lO.41 9.85 】】.7】 14.76

H 10.55 8.22 7.24 9.07 12.78

Y 1,292.00 】,220.00 1,169.00 】,040.00 1,597.00

P 】3.63 10.02 8.47 13.01 20.41

TotalCoarseGrain C 84.66 83.64 104.32 99.25 109.22

H 79.73 76.62 94.】3

87.48

88.61 100.83

Y

P 79.53 85.23 87.55 199.03

Up】aⅠーdRice C 3.04 5.33 7.37 9.43 7.80

H 2.75 4.33 6.34 7.68 6.84

Y I,222.00 930.00 1,029.00 1,040.00 I,421.00

P 3.36 4.03 6.52 7.99 9.73

Swa】叩 C 13.33 13.75 8.21 8.84

H 12,65 12.70 7.94 8.32

Y ー,232.00 I,115.00 I,28】,00 】,304.00

P 15.59 】4.】6 】0.17 10.85

Tota】Paddly C I(;.37 ー9.08 15.57 l9.61 7.80

H

Y

P

15.40

】8.95

】7.03

18.19

14.28

l6.69

】7.34

l8.84

6.84

9.73

Tota)Groundnut C 78,82 68.08 73.33 75.26 115.72

H

Y

P

78.09

I,428.00

75.】8

64.41

45.82

70.46

78.ー0

70.48

73.46

lO2.26

128.42

A】1Crops C ー79.85 170.80 】93.22 】94.】16 232.744

H 173.22 158.06 178.87 ー7(;.433 209.935

P 253.】9 234.47 269.75 267.386 257.】17

Note: C - Co)tivated Area '000 ha, H - Harvested Area (rOOO ha), Y - Yield (kg/ha)
P - Producitol-ぐ000to1111eS)
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